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私
が
町
長
に
就
任
し
て
以
来
９

年
目
を
迎
え
、
平
成
26
年
度
が
現

行
基
本
構
想
及
び
後
期
５
カ
年
計

画
の
最
終
年
と
な
り
ま
す
。
こ
の

１
年
を
か
け
、
将
来
の
阿
武
町
の

展
望
・
戦
略
を
基
本
構
想
と
い
う

形
で
し
っ
か
り
と
定
め
て
、
具
体

的
施
策
・
戦
術
を
的
確
に
ま
と
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
こ
こ
で
、
平
成
26
年

度
に
お
い
て
取
り
組
む
主
要
施
策

の
概
略
を
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
産
業
対
策
の
う
ち
農
業
面
で

は
、
県
営
地
下
か
ん
が
い
シ
ス
テ

ム
事
業
や
、
環
境
保
全
型
農
業
へ

の
支
援
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
伊
豆
上
た
め
池
改
修
工

事
の
ほ
か
、
た
め
池
の
崩
壊
等
に

よ
る
災
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、

福
賀
地
区
の
６
カ
所
の
危
険
た
め

池
に
つ
い
て
、
順
次
実
施
設
計
や

改
修
工
事
等
を
行
い
ま
す
。

　

新
規
就
農
者
の
円
滑
な
受
け
入

れ
の
た
め
、
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ー
マ
ー

就
農
促
進
研
修
事
業
や
町
単
独
の

農
事
組
合
法
人
で
の
研
修
者
受
け

入
れ
補
助
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

林
業
で
は
、
搬
出
間
伐
等
の
施

業
を
容
易
に
す
る
た
め
の
林
業
専

用
道
東
イ
ラ
オ
山
線
の
開
設
工
事

も
進
め
ま
す
。

　

水
産
業
で
は
、
藻
場
の
造
成
事

業
や
、
間
伐
材
を
活
用
し
た
魚
礁

の
設
置
、
キ
ジ
ハ
タ
の
幼
稚
仔
保

護
育
成
魚
礁
の
設
置
に
取
り
組
み

ま
す
。
ま
た
、
つ
く
り
育
て
る
漁

業
の
自
立
化
と
ブ
ラ
ン
ド
化
の
支

援
の
た
め
、
ア
ワ
ビ
等
の
種
苗
生

産
、
稚
貝
の
購
入
、
キ
ジ
ハ
タ
種

苗
の
購
入
費
補
助
を
行
い
ま
す
。

　

商
工
業
対
策
で
は
、
町
単
独
事

業
の
起
業
化
支
援
事
業
を
実
施
し

ま
す
。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
す
る

道
の
駅
阿
武
町
で
は
、
地
域
資
源

を
活
用
し
た
商
品
開
発
や
観
光
創

出
等
の
支
援
の
ほ
か
同
時
に
、
保

冷
車
を
導
入
し
、
準
高
冷
地
で
あ

る
福
賀
地
区
の
特
色
あ
る
農
産
物

と
海
岸
部
の
奈
古
、
宇
田
郷
地
区

の
新
鮮
な
魚
介
類
や
水
産
加
工
品

の
流
通
・
販
売
の
循
環
シ
ス
テ
ム

を
構
築
し
ま
す
。

▼
暮
ら
し
の
対
策
に
つ
い
て
は
、

昨
年
７
月
28
日
の
豪
雨
災
害
を
教

訓
に
、「
地
域
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
体
制
」
を
構
築
し
、
災
害
時

要
配
慮
者
に
対
す
る
個
別
計
画
の

策
定
の
ほ
か
介
護
予
防
事
業
と
し

て
、
プ
ー
ル
を
利
用
し
た
二
次
予

防
事
業
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

認
知
症
予
防
対
策
で
は
、
認
知

症
の
方
の
家
族
会
の
立
ち
上
げ
や

認
知
症
予
防
教
室
の
一
層
の
充
実

を
図
り
、
予
防
接
種
事
業
等
で

は
、
新
た
に
水
痘
、
高
齢
者
肺
炎

球
菌
の
定
期
接
種
や
風
疹
抗
体
の

定
期
検
査
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

保
育
で
は
カ
ナ
ダ
ビ
シ
ョ
ッ
プ

ス
大
学
と
提
携
し
た
み
ど
り
保
育

園
外
国
青
年
招
致
事
業
を
引
き
続

き
実
施
し
、
み
ど
り
保
育
園
福
賀

分
園
の
建
物
の
一
部
を
利
用
し
、

児
童
ク
ラ
ブ
を
開
設
し
ま
す
。

▼
生
活
環
境
対
策
に
つ
い
て
は
、

町
道
柳
尾
汐
入
線
と
長
浜
西
ヶ
畑

線
の
早
期
完
成
に
向
け
事
業
を
進

自主防災は消防団補完組織を育成
町出身者ネットワークの構築も加速

め
る
と
と
も
に
、
町
道
東
方
筒
尾

線
は
、
新
た
に
バ
イ
パ
ス
的
ル
ー

ト
で
測
量
設
計
に
着
手
し
ま
す
。

　

大
雨
の
際
に
冠
水
や
床
上
浸
水

等
の
被
害
が
慢
性
的
に
発
生
す
る

福
賀
地
区
中
村
周
辺
は
、
避
難
所

の
「
の
う
そ
ん
セ
ン
タ
ー
」
へ
の

安
全
な
避
難
路
の
確
保
の
た
め
、

周
辺
の
抜
本
的
な
排
水
計
画
を
策

定
し
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
の
豪
雨

災
害
で
護
岸
の
一
部
が
崩
壊
し
た

宇
田
郷
地
区
惣
郷
の
山
合
川
は
、

測
量
設
計
及
び
護
岸
改
修
工
事
を

行
い
ま
す
。

　

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

の
設
置
に
対
す
る
補
助
も
引
き
続

き
行
う
と
と
も
に
、
可
燃
ゴ
ミ
の

処
理
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
度

供
用
開
始
予
定
の
萩
・
長
門
清
掃

一
部
事
務
組
合
の
清
掃
工
場
建
設

事
業
に
対
す
る
負
担
も
引
き
続
き

行
い
ま
す
。

▼
定
住
促
進
対
策
と
し
て
、
奈
古

地
区
岡
田
橋
に
公
営
住
宅
の
建
設

を
行
う
と
と
も
に
。
空
き
家
バ
ン

ク
事
業
を
積
極
的
に
進
め
、
移
住

希
望
者
が
一
定
期
間
田
舎
暮
ら
し

を
体
験
す
る
拠
点
と
し
て
お
試
し

住
宅
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

　

阿
武
町
出
身
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
を
図
り
企
業
誘
致
の
足

が
か
り
づ
く
り
に
も
努
め
ま
す
。

特
に
、
今
年
６
月
に
予
定
さ
れ
て

い
る
仮
称
「
東
京
ふ
る
さ
と
阿
武

町
会
」
の
立
ち
上
げ
と
活
動
支
援

に
つ
き
ま
し
て
は
、
積
極
的
に
取

り
組
み
ま
す
。

▼
社
会
教
育
・
学
校
教
育
の
推
進

対
策
と
し
て
、
町
民
の
学
習
に
対

す
る
多
様
な
需
要
と
ふ
る
さ
と
愛

を
育
む
観
点
を
踏
ま
え
、
阿
武
町

の
有
形
無
形
の
資
源
を
活
用
し
た

「
阿
武
町
の
歴
史
秘
話
発
見
講

座
」
の
開
設
や
、
阿
武
町
制
施
行

60
周
年
の
記
念
事
業
の
一
環
と
し

て
、
昭
和
59
年
に
発
刊
し
た
「
阿

武
町
の
む
か
し
話
」
の
改
訂
版
の

発
行
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

▼
住
民
参
画
対
策
と
し
て
、
今
後

も
各
自
治
会
が
本
来
の
機
能
を
発

揮
す
る
よ
う
、
組
織
体
制
の
あ
り

方
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
の
場
を

設
置
す
る
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
・
相

談
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
自
治
会
の
自
主
防
災
組
織
と

し
て
、
消
防
団
を
補
完
す
る
組
織

の
育
成
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

「
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」
を
町
内

３
地
区
で
実
施
し
、「
出
前
ト
ー

ク
、
町
政
出
前
講
座
」
な
ど
も
行

い
ま
す
。

　

新
年
度
に
お
い
て
は
、
各
種
施

策
を
迅
速
か
つ
的
確
に
執
行
し
、

不
断
の
行
政
改
革
を
断
行
し
な
が

ら
町
政
運
営
を
行
っ
て
行
く
所
存

で
あ
り
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様

の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

中村秀明町長

平成26年度
町長の施策方針

将来の阿武町を見据え、町基本構想策定の年
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３月５日～20日

　

農
業
関
係
で
は
、
付
加
価
値
の

高
い
農
産
品
の
生
産
基
盤
確
保
の

た
め
、
福
田
地
区
、
木
与
地
区
に

お
い
て
県
営
地
下
か
ん
が
い
シ
ス

テ
ム
事
業
に
取
り
組
む
ほ
か
、
生

産
性
が
高
く
安
全
安
心
な
産
地
形

成
を
支
援
す
る
た
め
、
認
定
農
業

者
な
ど
が
行
う
機
械
整
備
に
対
す

る
支
援
を
行
う
需
要
対
応
型
産
地

育
成
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま

た
、
た
め
池
の
崩
壊
に
よ
る
災
害

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
県
営
農
村

災
害
対
策
整
備
事
業
で
、
福
賀
地

区
の
６
ヶ
所
の
た
め
池
で
順
次
実

施
設
計
や
改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て

い
る
イ
ノ
シ
シ
、
サ
ル
な
ど
の
有

害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て
は
、
捕
獲

頭
数
の
増
頭
を
積
極
的
に
進
め
ま

す
。

◎
県
営
農
村
災
害
対
策
整
備
事
業

　

（
１
０
０
０
万
円
）

◎
県
営
地
下
か
ん
が
い
シ
ス
テ
ム

　

事
業
（
９
０
０
万
円
）

◎
有
害
鳥
獣
駆
除
事
業

　

（
２
２
７
万
円
）

◎
需
要
対
応
型
産
地
育
成
事
業

　

（
１
４
２
万
円
）

　

林
業
関
係
で
は
、
福
賀
イ
ラ
オ

山
の
林
業
専
用
道
の
開
設
工
事
を

進
め
ま
す
。

◎
林
業
専
用
道
東
イ
ラ
オ
山
線
新

　

設
事
業
（
２
４
３
０
万
円
）

　

水
産
業
関
係
で
は
、
間
伐
材
魚

礁
の
設
置
や
、
キ
ジ
ハ
タ
育
成
を

目
的
と
し
た
幼
稚
仔
保
護
育
成
魚

礁
の
設
置
を
行
い
ま
す
。

◎
単
県
農
山
漁
村
魚
礁
整
備
事
業

　

（
１
２
７
０
万
円
）

　

商
工
業
関
係
で
は
、
起
業
時
に

お
け
る
初
期
投
資
の
負
担
軽
減
を

図
る
た
め
、
起
業
家
支
援
事
業
を

実
施
す
る
ほ
か
、
道
の
駅
に
つ
い

て
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活

用
に
よ
り
地
域
資
源
を
活
か
し
た

商
品
開
発
や
観
光
創
出
な
ど
の
支

援
を
行
う
と
と
も
に
、
新
た
に
ワ

ン
ボ
ッ
ク
ス
保
冷
車
を
導
入
し
、

準
高
冷
地
の
農
産
物
と
沿
岸
部
の

魚
介
類
や
水
産
加
工
品
の
流
通
・

販
売
の
広
域
か
つ
有
機
的
な
循
環

シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
図
り
ま
す
。

◎
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業

　

（
６
８
８
万
円
）

◎
阿
武
町
企
業
化
支
援
事
業

　

（
１
０
０
万
円
）

　

暮
ら
し
の
対
策
で
は
、
昨
年
の

豪
雨
災
害
を
教
訓
に
、
危
機
管
理

意
識
を
共
有
し
、
地
域
の
見
守
り

体
制
の
連
携
強
化
を
図
る
た
め
、

「
地
域
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
体

制
」
を
構
築
し
ま
す
。

　

予
防
接
種
な
ど
に
つ
い
て
は
、

新
た
に
水
痘
、
高
齢
者
肺
炎
球
菌

　

今
年
度
の
阿
武
町
一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
、
27
億
５
３
０
０
万

円
で
、
昨
年
度
よ
り
５
億
９
７
０
０
万
円
、
率
に
し
て
17
・
８
％
の

減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
道
の
駅
阿
武
町
施
設
整
備
事
業

の
完
了
に
よ
る
も
の
が
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
国
民
健
康
保
険
な
ど
の
７
つ
の
特
別
会
計
と
合
わ
せ
た
予
算

総
額
も
44
億
４
３
８
８
万
８
０
０
０
円
で
、
対
前
年
度
比
５
億
５
７

０
万
円
、
率
に
し
て
10
・
２
％
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

予
算
編
成
は
、
引
き
続
き
歳
出
の
抑
制
に
積
極
的
に
取
り
組
む
と

と
も
に
「
阿
武
町
基
本
構
想
・
基
本
計
画
」
と
の
整
合
性
と
行
財
政

改
革
を
進
め
つ
つ
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
平
成
26
年
度
の
主
な
事
業
に
つ
い
て
、「
元
気
！
あ
ぶ

町
！
５
０
０
１
プ
ラ
ン
」
の
６
つ
の
柱
に
そ
っ
て
ご
説
明
し
ま
す
。

　

※
◎
事
業
名　
　

※

（　

）内
の
金
額
は
今
年
度
予
算
額

平
成
26
年
度　

主
要
施
策
の
概
要

　平成26年度予算などを審議する平成26年第１回阿武町議会定例会が、３月５日
～20日までの会期16日間で開かれ、提出議案32件、全員協議会での報告２件が、
いずれも慎重に審議され、原案どおり可決または承認されました。定例会冒頭での
中村町長の施策方針、新年度予算や主な事業を紹介し、議決事項を報告します。

　平成26年度予算などを審議する平成26年第１回阿武町議会定例会が、３月５日
～20日までの会期16日間で開かれ、提出議案32件、全員協議会での報告２件が、
いずれも慎重に審議され、原案どおり可決または承認されました。定例会冒頭での
中村町長の施策方針、新年度予算や主な事業を紹介し、議決事項を報告します。

１ 

明
日
に
つ
な
ぐ

　
　

活
力
あ
る

　
　
　

産
業
づ
く
り

２ 

み
ん
な
で
支
え
る

　
　

安
心
な
暮
ら
し

　
　
　
　
　

づ
く
り 商品開発に取り組む地域おこし協力隊

木与地区ほ場

幼稚仔保護育成魚礁の設置
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平成26年度会計別予算状況平成26年度一般会計歳入歳出予算状況
予算総額27億5300万円

増減率

△17.8%

5.7%

3.9%

△2.3%

△1.6%

10.7%

0.1%

△1.2%

0.6%

△10.2%

金　額

△ 597,000

91,300

25,595

△ 1,368

△ 1,342

69,100

66

△ 910

159

△ 505,700

構成比

62.0%

38.0%

15.4%

1.3%

1.9%

16.1%

1.0%

1.7%

0.6%

100.0%

当初予算額

前年度との比較平成26年度
区　　分

2,753,000

1,690,888

683,918

57,913

85,100

714,300

46,243

77,587

25,827

4,443,888

一般会計

特別会計

合　　計

国保
（事業勘定）
国保

（直診勘定）

後期高齢

介護保険

簡易水道

農業排水

漁業排水

歳出

歳入

議会費 1.7%
総務費 14.4%

衛生費 13.8%

民生費
23.3%

労働費 0.1%

商工費 2.1%

土木費 10.2%

消防費 4.6%
教育費 6.5%

公債費 10.1%
災害復旧費 1.1%

予備費 0.3%

町税
10.2%

町債
5.4%繰越金 3.6%

諸収入
0.9%

地方譲与税 1.2%

地方消費税交付金 
0.8%
自動車取得税
交付金 0.3%

地方交付税
54.5%

分担金及び負担金  1.0%

使用料及び
手数料 1.9%

国庫支出金
7.5%

県支出金
6.7%

財産収入 0.7%

繰入金 5.3%

単位：千円

の
定
期
接
種
や
風
疹
抗
体
の
定
期

検
査
に
取
り
組
む
ほ
か
、
児
童
の

健
全
育
成
と
保
護
者
の
就
労
支
援

の
た
め
、
福
賀
地
区
に
新
た
に
児

童
ク
ラ
ブ
を
開
設
し
ま
す
。

◎
予
防
接
種
事
業（
新
規
接
種
分
）

　

（
２
０
０
万
円
）

◎
福
賀
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
事
業

　

（
１
２
５
万
円
）

　

生
活
環
境
対
策
は
、
交
通
関
係

で
は
、
町
営
バ
ス
や
生
活
路
線
バ

ス
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ゴ
ン
の
運

行
事
業
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

◎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ゴ
ン
運
行
事

　

業
（
６
４
２
万
円
）

　

道
路
整
備
関
係
で
は
、
奈
古
の

町
道
柳
尾
汐
入
線
、
宇
田
郷
の
町

道
長
浜
西
ヶ
畑
線
の
道
路
改
良
工

事
を
行
う
ほ
か
、
奈
古
の
町
道
東

方
筒
尾
線
に
つ
い
て
は
、
バ
イ
パ

ス
的
ル
ー
ト
で
の
道
路
改
良
に
向

け
た
測
量
設
計
に
着
手
し
ま
す
。

◎
町
道
長
浜
西
ヶ
畑
線
道
路
改
良

　

事
業
（
４
７
１
０
万
円
）

◎
町
道
東
方
筒
尾
線
道
路
改
良
事

　

業
（
２
０
０
０
万
円
）

　

災
害
復
旧
関
係
で
は
、
福
賀
の

町
道
金
社
地
吉
線
の
飯
谷
坂
根
付

近
の
、
法
面
安
全
対
策
工
事
を
実

施
す
る
ほ
か
、
宇
田
郷
山
合
川
の

護
岸
改
修
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
大
雨
の
際
に
冠
水
や
床
上

浸
水
の
被
害
が
慢
性
的
に
発
生
す

る
福
賀
地
区
中
村
周
辺
に
つ
い

て
、
避
難
所
と
な
る
「
の
う
そ
ん

セ
ン
タ
ー
」
へ
の
安
全
な
避
難
路

確
保
の
た
め
町
道
亀
山
十
王
堂
線

の
道
路
改
良
に
向
け
た
予
備
設
計

に
着
手
す
る
と
と
も
に
、
周
辺
の

抜
本
的
な
排
水
計
画
を
策
定
し
ま

す
。

◎
山
合
川
河
川
改
修
事
業

　

（
１
７
５
０
万
円
）

◎
町
道
亀
山
十
王
堂
線
道
路
改
良

　

事
業
（
３
０
０
万
円
）

　

環
境
衛
生
関
係
で
は
、
平
成
27

年
度
供
用
開
始
予
定
の
萩
・
長
門

清
掃
工
場
の
建
設
費
の
一
部
負
担

を
含
む
事
務
委
託
を
行
い
ま
す
。

◎
萩
・
長
門
清
掃
工
場
事
業
事
務

　

事
業
（
２
億
４
７
５
８
万
円
）

　

定
住
促
進
対
策
で
は
、
若
い
世

代
の
定
住
促
進
や
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン

者
の
受
け
入
れ
を
行
う
た
め
、
奈

古
地
区
岡
田
橋
に
新
た
に
２
棟
４

戸
の
公
営
住
宅
を
建
築
し
ま
す
。

ま
た
新
た
に
移
住
を
希
望
す
る
人

が
一
定
期
間
滞
在
し
田
舎
暮
ら
し

体
験
を
す
る
拠
点
と
し
て
、
福
賀

地
区
に
新
た
に
移
住
体
験
滞
在
施

設
（
お
試
し
住
宅
）
を
整
備
し
ま

す
。

冠水した福賀支所周辺

下東郷お試し住宅

３ 

住
み
よ
い
快
適
な

　
　
　

 

環
境
づ
く
り

４ 

と
も
に
築
く
定
住

　
　

 

の
ま
ち
づ
く
り

交通量の多い町道東方筒尾線

農林水産業費 11.8%
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ま
た
、
都
市
圏
で
、
阿
武
町
フ

ァ
ン
や
サ
ポ
ー
ト
町
民
を
獲
得
す

る
た
め
、
町
出
身
者
の
企
業
な
ど

に
も
出
向
き
、
企
業
誘
致
の
足
が

か
り
を
つ
く
る
と
と
も
に
、
町
人

会
な
ど
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

に
努
め
ま
す
。

　

特
に
、
今
年
６
月
に
予
定
さ
れ

て
い
る
仮
称
「
東
京
ふ
る
さ
と
阿

武
町
会
」
の
立
ち
上
げ
と
活
動
支

援
に
つ
い
て
は
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

◎
公
営
住
宅
建
設
事
業

　

（
９
６
７
９
万
円
）

◎
阿
武
町
移
住
体
験
滞
在
施
設
整

　

備
事
業
（
１
２
６
万
円
）

◎
定
住
対
策
ソ
フ
ト
事
業

　

（
３
９
１
万
円
）

　

社
会
教
育
・
学
校
教
育
の
推
進

対
策
に
つ
い
て
は
、
次
代
を
担
う

児
童
・
生
徒
の
読
書
活
動
推
進
の

た
め
、
町
内
各
小
中
学
校
の
学
校

図
書
の
充
実
を
図
る
ほ
か
、
町
制

施
行
60
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と

し
て
、
阿
武
町
の
む
か
し
話
の
改

訂
版
を
発
行
す
る
と
と
も
に
、
阿

武
町
の
有
形
無
形
の
資
源
を
活
用

し
た
阿
武
町
歴
史
秘
話
発
見
講
座

を
開
設
し
ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
や
設
備
の
老
朽
化

に
対
応
す
る
た
め
、
町
民
セ
ン
タ

ー
屋
上
防
水
、
体
育
セ
ン
タ
ー
壁

面
補
修
、
武
道
館
改
修
な
ど
を
行

い
教
育
関
係
施
設
の
適
正
管
理
と

利
便
性
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

◎
阿
武
町
む
か
し
話
改
訂
事
業

　

（
４
７
０
万
円
）

◎
社
会
教
育
施
設
整
備
事
業

　

（
３
６
６
４
万
円
）

　

住
民
参
画
対
策
に
つ
き
ま
し
て

は
、
自
治
会
制
度
に
つ
い
て
は
、

各
自
治
会
が
本
来
の
機
能
を
発
揮

す
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
・
相
談
体
制

を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
各
種
交

付
金
に
つ
い
て
も
、
使
い
勝
手
を

良
く
す
る
よ
う
内
容
の
再
検
討
を

引
き
続
き
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
皆
さ
ん
の
声
を
町
政
に

反
映
す
る
た
め
の
「
ま
ち
づ
く
り

懇
談
会
」
を
今
年
度
も
３
地
区
で

開
催
す
る
ほ
か
、
い
わ
ゆ
る
「
出

前
ト
ー
ク
、
町
政
出
前
講
座
」
な

ど
も
要
請
に
応
じ
実
施
し
ま
す
。

　

自
治
会
の
自
主
防
災
組
織
と
し

て
の
取
組
は
、
安
全
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
の
基
本
で
す
。
こ
の
た

め
、
平
成
21
年
度
か
ら
毎
年
グ
レ

ー
ド
ア
ッ
プ
し
な
が
ら
実
施
し
て

き
た
消
防
団
と
自
治
会
の
合
同
消

火
訓
練
の
経
験
を
踏
ま
え
、
消
防

団
を
補
完
す
る
組
織
の
育
成
を
図

り
ま
す
。

◎
自
治
会
総
合
交
付
金
交
付
事
業

　

（
９
９
０
万
円
）

　

本
定
例
会
一
般
質
問
に
は
、
３

人
の
方
か
ら
次
の
５
つ
の
質
問
が

あ
り
、
町
長
お
よ
び
教
育
長
が
答

弁
し
ま
し
た
。

質
問
者
お
よ
び
内
容

中
野
祥
太
郎
議
員

○
人
口
定
住
促
進
対
策
と
し
て
の

体育センター

合同消火訓練

就
業
の
場
と
個
人
所
得
に
つ
い

て
○
人
口
定
住
促
進
対
策
と
し
て
の

学
校
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て

西
村
良
子
議
員

○
高
齢
化
社
会
に
向
け
た
自
治
会

へ
の
対
応
に
つ
い
て

○
夢
の
あ
る
新
「
町
づ
く
り
プ
ラ

ン
」
に
つ
い
て

白
松
博
之
議
員

○
福
賀
地
域
福
祉
施
設
の
充
実
に

つ
い
て

　

な
お
詳
し
い
内
容
は
Ｐ
７
議
会

だ
よ
り
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

「
専
決
処
分
を
報
告
し
承
認
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
平
成
25
年

度
阿
武
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
回
）」

　

去
る
２
月
23
日
執
行
の
山
口
県

知
事
選
挙
関
係
経
費
の
補
正
予
算

の
専
決
処
分
報
告
で
、
原
案
ど
お

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

「
町
長
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
」、「
阿
武
町
教
育
委
員
会
教

育
長
の
給
与
及
び
勤
務
時
間
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
」、「
阿
武
町
議
会
議
員
の

議
員
報
酬
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
」

　

町
長
及
び
教
育
長
の
給
料
月
額

並
び
に
議
会
議
員
の
報
酬
月
額
に

つ
い
て
、
職
務
・
職
責
の
内
容
や

町
の
財
政
状
況
、
県
内
他
町
と
の

均
衡
も
考
慮
し
、
大
幅
な
削
減
を

行
っ
た
平
成
17
年
度
以
前
の
水
準

に
復
す
べ
く
阿
武
町
特
別
職
報
酬

等
審
議
会
に
諮
問
し
こ
れ
に
対
す

る
答
申
を
得
た
の
で
、
こ
の
答
申

に
従
い
、
報
酬
額
等
を
改
定
す
る

た
め
の
関
係
条
例
の
一
部
改
正
で
、

原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

「
町
長
及
び
教
育
長
の
給
与
の
特

例
に
関
す
る
条
例
」、「
阿
武
町

議
会
議
員
の
議
員
報
酬
の
特
例
に

関
す
る
条
例
」

　

前
出
の
条
例
で
改
定
す
る
町

長
、
教
育
長
の
給
料
月
額
、
並
び

に
議
員
の
報
酬
月
額
に
つ
い
て
、

平
成
26
年
度
中
に
お
い
て
は
、
昨

年
７
月
の
豪
雨
災
害
の
災
害
復
旧

事
業
に
相
当
の
財
源
を
要
す
る
た

め
、
町
長
は
改
定
額
の
10
％
、
教

育
長
は
５
％
、
議
員
は
20
％
を
減

額
す
る
旨
の
特
例
条
例
の
制
定
で
、

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

「
阿
武
町
旅
費
支
給
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
」

　

旅
費
の
う
ち
、
定
額
支
給
と
な

っ
て
い
る
宿
泊
料
を
、
上
限
を
定

め
た
実
費
支
給
に
変
更
す
る
ほ

か
、
字
句
や
条
文
の
整
理
に
伴
う

条
例
の
一
部
改
正
で
、
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

「
阿
武
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
」

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
す
る

一
般
質
問

５ 

い
き
い
き
と
未
来

　

 

に
輝
く
人
づ
く
り

６ 

連
携
の
き
ず
な
が

　
　

広
が
る
し
く
み

　
　
　
　
　

づ
く
り
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道
の
駅
の
日
本
海
温
泉
が
当
面
の

対
象
と
な
る
、
鉱
泉
浴
場
と
し
て

新
た
に
入
湯
税
を
導
入
す
る
た
め

の
町
税
条
例
の
一
部
改
正
で
、
原

案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

「
阿
武
町
観
光
施
設
等
整
備
基
金

条
例
」

　

入
湯
税
の
導
入
に
伴
い
、
入
湯

税
は
目
的
税
の
た
め
、
そ
の
使
途

と
な
る
観
光
施
設
等
の
整
備
に
必

要
な
経
費
に
充
て
る
た
め
の
基
金

を
設
置
す
る
条
例
の
新
規
制
定
で
、

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

「
阿
武
町
移
住
体
験
滞
在
施
設
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
」

　

定
住
促
進
を
図
る
た
め
移
住
希

望
者
が
短
期
間
滞
在
し
て
地
域
を

知
り
、
暮
ら
し
を
体
験
す
る
移
住

体
験
滞
在
施
設
の
設
置
に
係
る
条

例
の
新
規
制
定
で
、
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

「
新
た
に
生
じ
た
土
地
の
確
認
に

つ
い
て
」

　

奈
古
漁
港
沢
松
地
区
の
埋
め
立

て
に
伴
い
、
隣
接
す
る
国
有
海
浜

地
に
、
新
た
に
土
地
と
し
て
確
認

す
る
た
め
議
決
を
要
す
る
も
の
で
、

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

「
阿
武
町
農
林
業
施
設
災
害
復
旧

事
業
等
分
担
金
徴
収
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
」

　

農
地
・
農
業
用
施
設
災
害
復
旧

事
業
の
受
益
者
分
担
金
の
負
担
割

合
の
変
更
に
伴
う
条
例
の
一
部
改

正
で
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

「
道
の
駅
阿
武
町
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
」

　

道
の
駅
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
伴

い
、
条
例
に
あ
る
施
設
の
構
成
に

変
更
が
生
じ
る
た
め
の
条
例
の
一

部
改
正
で
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

「
阿
武
町
日
本
海
温
泉
施
設
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
」

　

温
泉
ス
タ
ン
ド
部
分
の
規
定
に

つ
い
て
、
既
に
機
能
を
廃
止
し
て

い
る
た
め
こ
れ
を
削
除
す
る
条
例

の
一
部
改
正
で
、
原
案
ど
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

「
平
成
25
年
度
道
の
駅
阿
武
町
施

設
建
築
整
備
工
事
の
請
負
契
約
の

一
部
を
変
更
す
る
こ
と
に
つ
い

て
」、「
平
成
25
年
度
道
の
駅
阿

武
町
施
設
屋
外
整
備
工
事
の
請
負

契
約
の
一
部
を
変
更
す
る
こ
と
に

つ
い
て
」

　

道
の
駅
の
本
体
及
び
外
構
工
事

の
、
事
業
内
容
の
変
更
に
伴
う
契

約
金
額
の
変
更
で
、
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

「
山
口
県
市
町
総
合
事
務
組
合
を

組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の

減
少
及
び
規
約
の
変
更
に
つ
い

て
」

　

山
口
県
市
町
総
合
事
務
組
合
を

組
織
す
る
団
体
か
ら
、
解
散
に
伴

い
周
南
地
区
食
肉
セ
ン
タ
ー
組
合

が
脱
退
す
る
た
め
の
規
約
の
変
更

で
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

　

契
約
締
結
に
つ
い
て
、
次
の
９

件
の
概
要
が
そ
れ
ぞ
れ
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

工
事
名
（
請
負
金
額
・
請
負
業
者

名
）

◆
福
賀
西
台
交
流
施
設
整
備
工
事

（
４
４
１
万
円
・
㈲
吉
岡
土
建
）

◆
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
あ
ぶ
街
路
灯

設
置
工
事
（
４
８
３
万
円
・
日

進
電
気
工
事
㈱
）

◆
道
の
駅
阿
武
町
健
康
遊
具
等
設

置
工
事
（
１
７
４
３
万
円
・
小

田
建
設
㈱
）

◆
宇
田
中
央
地
区
公
営
住
宅
周
辺

整
備
工
事
（
５
７
７
万
５
０
０

０
円
・
阿
武
建
設
㈱
）

◆（
平
成
24
年
度
繰
越
）管
内
一
円

道
路
の
り
面
工
・
土
工
構
造
物

点
検
業
務
委
託
（
３
８
８
万
５

０
０
０
円
・
㈱
荒
谷
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
）

◆
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
あ
ぶ
周
辺
整

備
工
事
（
５
１
９
万
７
５
０
０

円
・
小
田
産
業
㈱
）

◆（
平
成
24
年
度
繰
越
）町
道
宇
田

中
央
線
の
り
面
安
定
対
策
工
事

（
２
０
４
７
万
５
０
０
０
円
・

小
田
建
設
㈱
）

◆（
平
成
24
年
度
繰
越
）町
道
宇
田

中
央
線
道
台
安
定
対
策
工
事

（
第
２
工
区
）（
７
３
２
万
９
０

０
０
円
・
小
田
建
設
㈱
）

◆
阿
武
地
区
（
宇
田
郷
漁
港
）
機

能
保
全
計
画
策
定
業
務
委
託

（
５
８
８
万
円
・
復
建
調
査
設

計
㈱
）

【
異
動
】
●
４
月
１
日
付

▼
斎
藤　

徹
＝
会
計
管
理
者
・

（
兼
）出
納
室
長
・（
兼
）出
納
係

長〈
会
計
管
理
者
・（
兼
）出
納

室
長
〉

▼
工
藤
茂
篤
＝
経
済
課
長
・（
兼
）

農
林
係
長〈
経
済
課
長
〉

▼
梅
田　

晃
＝
議
会
事
務
局
長

（
課
長
の
職
）〈
議
会
事
務
局
長

（
課
長
補
佐
の
職
）

▼
水
津
繁
斉
＝
福
賀
診
療
所
事
務

長（
課
長
補
佐
の
職
）〈
民
生
課

課
長
補
佐
・（
兼
）国
保
係
長
〉

▼
三
好
由
美
子
＝
民
生
課
課
長
補

佐
・（
兼
）国
保
係
長〈
出
納
室

室
長
補
佐
・（
兼
）出
納
係
長
〉

▼
高
橋
仁
志
＝
経
済
課
課
長
補

佐
・（
兼
）商
工
水
産
係
長〈
経

済
課
商
工
水
産
係
長
〉

▼
俣
野
有
紀
＝
総
務
課
課
長
補

佐
・（
兼
）財
政
係
長〈
総
務
課

財
政
係
長
〉

▼
佐
村
秀
典
＝
住
民
課
課
長
補

佐
・（
兼
）住
民
係
長〈
住
民
課

住
民
係
長
〉

▼
藤
村
憲
司
＝
総
務
課
課
長
補

佐
・（
兼
）企
画
広
報
係
長〈
総

務
課
企
画
広
報
係
長
〉

▼
藤
田
康
志
＝
民
生
課
課
長
補

佐
・（
兼
）環
境
保
健
係
長〈
民

生
課
環
境
保
健
係
長
〉

▼
矢
次
信
夫
＝
福
賀
支
所
勤
務

（
係
長
の
職
）〈
経
済
課
農
林
係

長
〉

▼
藤
村
憲
史
＝
経
済
課
勤
務〈
福

賀
支
所
〉

▼
大
谷
留
美
子
＝
出
納
室
勤
務

〈
福
賀
診
療
所
〉

【
新
規
採
用
】
●
４
月
１
日
付

▼
伊
藤　

功
＝
施
設
課
勤
務

▼
和
田　

誠
＝
総
務
課
勤
務新規採用

伊藤　功
新規採用
和田　誠

９
件
の
契
約
締
結
の
報
告

町
職
員
の
異
動
等

〈　

〉は
旧
職
名
等

（
兼
）は
兼
務
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問 

自
治
会
制
度
が
始
ま
り

６
年
目
に
入
る
。
ル
ー
ル
で

は
、
統
合
し
た
自
治
会
は
５

年
経
過
す
る
毎
に
、
町
政
協

力
交
付
金
の
均
等
割
６
万
２

０
０
０
円
の
１
集
落
分
が
減

額
さ
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
、
統
合

し
た
自
治
会
は
メ
リ
ッ
ト
が

な
い
と
い
う
声
が
出
て
い

る
。
26
年
度
に
つ
い
て
は
現

状
の
ル
ー
ル
で
１
年
継
続
延

長
と
聞
い
て
い
る
が
、
町
政

協
力
交
付
金
の
見
直
し
案
に

つ
い
て
問
う
。　

町
長 

町
政
協
力
交
付
金
の

ル
ー
ル
の
見
直
し
に
つ
い
て

は
、
統
合
せ
ず
に
小
人
数
で

問　

平
成
27
年
度
か
ら
36
年

度
の
10
ヵ
年
を
見
据
え
た
町

の
基
本
構
想
・
基
本
計
画
に

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
と
思

う
が
、
自
立
し
た
小
さ
な
町

だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
計
画

に
、
若
い
世
代
の
意
向
を
把

握
し
た
夢
を
問
う
場
や
既
存

資
料
の
活
用
は
で
き
な
い

か
。
ま
た
、
超
高
齢
化
社
会

の
中
で
、
高
齢
者
を
繋
ぐ
場

が
で
き
な
い
か
。

町
長　

町
づ
く
り
プ
ラ
ン
を

新
た
な
基
本
構
想
と
新
た
な

前
期
基
本
計
画
と
捉
え
る
な

ら
ば
、
町
民
の
意
見
を
お
聞

き
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
は
必
ず

実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
。
た
だ
、
対

象
は
前
回
を
参
考
に
今
後
の

問　

阿
武
町
に
住
み
続
け
た

い
と
思
う
子
ど
も
を
育
て
る

た
め
の
教
育
方
針
は
。

教
育
長　

阿
武
町
の
学
校
教

育
の
方
針
は
、
ふ
る
さ
と
を

愛
し
夢
と
希
望
に
向
か
っ
て

た
く
ま
し
く
心
豊
か
に
生
き

る
こ
と
を
大
き
な
柱
と
し
、

児
童
生
徒
の
育
成
を
図
っ
て

い
る
。
今
後
も
、
阿
武
町
を

愛
し
、
誇
り
に
思
い
、
自
信

を
持
っ
て
語
る
こ
と
の
で
き

る
児
童
生
徒
の
育
成
に
取
り

組
み
た
い
。

問　

人
口
定
住
促
進
対
策
と

し
て
の
就
業
の
創
出
と
個
人

所
得
の
向
上
の
取
り
組
み
に

対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
対
策

を
考
え
、
新
阿
武
町
基
本
構

想
に
織
り
込
ま
れ
る
か
。

町
長　

第
１
次
産
業
の
振
興

を
ベ
ー
ス
と
し
な
が
ら
、
産

品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
と
加
工
等

に
よ
る
付
加
価
値
と
、
新
た

な
流
通
を
加
え
た
６
次
産
業

化
の
取
り
組
み
が
重
要
な
産

業
戦
略
で
あ
る
。
道
の
駅
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
こ
れ
の
起

爆
剤
と
位
置
付
け
、
強
力
に

推
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

第
２
次
産
業
、
第
３
次
産

業
の
振
興
策
と
し
て
の
企
業

誘
致
に
つ
い
て
は
、
取
り
組

み
易
さ
や
リ
ス
ク
分
散
と
い

う
観
点
か
ら
も
、
小
さ
な
企

業
や
事
業
所
を
誘
致
先
と
し

た
い
。
６
月
21
日
に
設
立
さ

れ
る
「
東
京
ふ
る
さ
と
阿
武

町
会
」
の
会
員
の
よ
う
に
、

阿
武
町
に
地
縁
、
血
縁
の
あ

る
企
業
の
進
出
を
期
待
し
て

い
る
。
ま
た
、
光
フ
ァ
イ
バ

ー
網
を
引
き
、
超
高
速
ブ
ロ

ー
ド
バ
ン
ド
な
ど
の
情
報
イ

ン
フ
ラ
整
備
に
も
取
り
組
ん

で
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
近
隣
市
と
の
連

一
般
質
問  

第
1
回
定
例
会  

3
月
13
日

Q　

人
口
定
住
促
進
対
策
と
し
て
の

　
　

就
業
の
場
と
所
得
向
上
に
つ
い
て

Q　

阿
武
町
に
住
み
続
け
た
い
と

　
　
　
　
　

思
う
子
ど
も
の
教
育
は

Q　

自
治
会
の
町
政
協
力
交
付
金
の

　
　
　
　
　
　

見
直
し
案
に
つ
い
て

Q　

町
づ
く
り
プ
ラ
ン
に
若
い
世
代

　
　
　
　
　

の
夢
を
盛
り
込
ん
で
は

Ａ　

第
一
次
産
業
の
振
興
を
ベ
ー
ス
に

　
　

地
縁
・
血
縁
企
業
の
進
出
を
期
待

Ａ　

ふ
る
さ
と
愛
を
重
視
し
た

　
　
　
　
　
　
　

児
童
生
徒
の
育
成

中野祥太郎  議員

町
長

町
長

町
長

問

問

西村良子  議員

問問 Ａ　

統
合
自
治
会
の
デ
メ
リ
ッ
ト
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

軽
減
で
対
応

Ａ　

町
民
の
意
向
を
把
握
す
る

　
　
　
　
　
　

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

教
育
長

携
に
よ
る
企
業
誘
致
あ
る
い

は
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
い
う
こ

と
も
視
点
に
加
え
、
新
阿
武

町
基
本
構
想
を
策
定
し
た
い
。

問　

阿
武
町
が
単
独
行
政
を

継
続
維
持
す
る
に
は
、
最
低

何
人
の
人
口
が
必
要
と
考
え

ら
れ
る
か
。

町
長　

阿
武
町
に
住
ん
で
、

一
生
を
終
え
る
こ
と
に
幸
せ

を
感
じ
る
よ
う
な
施
策
を
行

う
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
最

低
必
要
人
口
の
規
模
は
考
え

て
い
な
い
。

残
っ
た
自
治
会
が
有
利
で
、

統
合
し
た
自
治
会
の
交
付
金

が
減
額
さ
れ
る
状
況
も
出
て

お
り
、
統
合
し
な
か
っ
た
方

が
良
か
っ
た
と
い
う
風
潮
に

も
な
り
か
ね
な
い
。

　

そ
こ
で
、
統
合
自
治
会
の

５
年
毎
の
金
銭
的
デ
メ
リ
ッ

ト
を
軽
減
す
る
こ
と
と
し
、

何
案
か
で
試
算
も
行
っ
た
。

新
た
な
ル
ー
ル
見
直
し
案
に

つ
い
て
は
、
均
等
割
額
を
６

万
２
０
０
０
円
か
ら
３
万
円

程
度
、
世
帯
割
額
を
１
世
帯

１
８
０
０
円
か
ら
３
０
０
０

円
程
度
に
増
額
し
た
い
。
こ

う
し
た
こ
と
で
不
公
平
感
も

緩
和
さ
れ
る
と
考
え
て
い

る
。

東京ふるさと阿武町会の準備会

阿武町基本構想・基本計画

町
長

問

検
討
課
題
と
し
た
い
。
ま

た
、
提
言
い
た
だ
い
た
出
会

い
の
場
の
設
置
は
行
政
が
行

う
と
な
る
と
種
々
の
考
え
方

等
も
あ
り
、
難
し
い
面
が
あ

る
。
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白松博之  議員

長嶺吉家  議員

町
長
及
び
教
育
長
の
給

与
、
議
員
報
酬
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

問　

町
財
政
の
現
状
と
今
後

の
推
移
は
。

答　

財
政
の
健
全
性
を
示
す

指
標
と
し
て
、
健
全
化
判
断

比
率
及
び
資
金
不
足
比
率

は
、
い
ず
れ
の
比
率
も
県
内

で
一
番
良
好
で
あ
り
、
将
来

に
わ
た
っ
て
健
全
な
状
況
に

あ
る
。

問　

町
特
別
職
報
酬
等
審
議

会
に
お
け
る
意
見
は
。

答　

本
町
が
単
独
町
政
を
選

択
し
て
８
年
が
経
過
し
、
財

政
状
況
は
、
長
期
に
わ
た
り

県
下
で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の

健
全
な
状
況
が
続
い
て
い

る
。
一
方
、
町
長
、
教
育

長
、
議
会
議
員
は
、
そ
の
職

務
と
担
う
業
務
は
大
幅
に
増

す
状
況
の
中
で
、
他
市
町
の

水
準
を
大
幅
に
下
回
る
報
酬

に
つ
い
て
は
、
増
額
改
定
す

る
こ
と
を
是
と
し
全
会
一
致

で
決
定
し
た
。

町
長
及
び
教
育
長
の
給

与
、
議
員
報
酬
の
特
例
に

関
す
る
条
例

問　

町
長
及
び
教
育
長
の
給

与
、
議
員
報
酬
の
減
額
率

は
。

答　

改
定
月
額
か
ら
、
町
長

10
％
、
教
育
長
５
％
、
議
員

20
％
そ
れ
ぞ
れ
減
額
す
る
。

阿
武
町
税
条
例
の
一
部
改

正問　

道
の
駅
の
温
泉
入
浴
に

課
さ
れ
る
入
湯
税
は
、
ど
の

よ
う
な
観
光
施
設
整
備
に
使

え
る
の
か
。

答　

入
湯
税
は
、
目
的
税
で

あ
る
。
こ
の
入
湯
税
を
基
金

に
積
み
立
て
、
将
来
、
道
の

駅
を
中
心
と
し
た
観
光
施
設

の
整
備
に
運
用
す
る
。

農
林
業
施
設
災
害
復
旧
事

業
等
分
担
金
徴
収
条
例
の

一
部
改
正

問　

災
害
復
旧
事
業
分
担
金

の
割
合
は
。

答　

農
地
・
農
業
用
施
設
災

害
の
受
益
者
分
担
金
を
、
事

業
費
か
ら
国
の
補
助
金
を
控

除
し
た
額
の
２
分
の
１
か
ら

４
分
の
１
に
軽
減
す
る
。

　

こ
れ
を
今
回
の
災
害
に
当

て
は
め
る
と
、
農
地
災
害
で

国
の
補
助
率
が
95
％
、
残
り

の
５
％
を
町
と
受
益
者
で
分

担
す
る
が
、
受
益
者
分
が
こ

れ
ま
で
の
２
・５
％
か
ら
１
・

25
％
に
減
額
さ
れ
る
。

　

農
業
用
施
設
は
、
国
の
補

助
率
が
98
％
、
残
り
の
２
％

を
町
と
受
益
者
で
分
担
す
る

が
、
受
益
者
分
が
こ
れ
ま
で

の
０・９
％
か
ら
０・４
％
に
減

額
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

平
成
25
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て

問　

ふ
る
さ
と
寄
附
金
の
実

績
は
。

答　

現
在
ま
で
の
寄
附
金
総

額
は
、
２
８
９
万
６
０
０
０

円
で
、
基
金
に
積
み
立
て
て

い
る
。
こ
の
基
金
を
主
な
財

源
に
、
町
制
60
周
年
記
念
事

業
と
し
て
、「
阿
武
町
の
む

か
し
話
」
の
改
訂
版
を
発
刊

す
る
計
画
で
あ
る
。

平
成
26
年
度
一
般
会
計
予

算
に
つ
い
て

問　

各
種
業
務
に
お
け
る
シ

ス
テ
ム
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の

経
費
が
膨
ら
ん
で
い
る
が
、

町
村
会
等
で
シ
ス
テ
ム
を
共

同
運
用
で
き
な
い
か
。

答　

電
算
経
費
の
節
減
に
つ

い
て
は
、
山
口
県
町
村
会
６

町
の
中
で
話
し
合
い
、
共
同

運
用
の
研
究
を
し
て
き
た

が
、
財
政
規
模
で
温
度
差
が

あ
り
、
現
在
先
送
り
の
状
態

で
あ
る
。
引
き
続
き
他
町
に

呼
び
か
け
前
向
き
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

問　

ひ
だ
ま
り
の
里
の
支
援

ハ
ウ
ス
の
活
用
に
つ
い
て
。

答　

地
域
の
ニ
ー
ズ
を
よ
く

聞
い
て
、
阿
武
福
祉
会
と
町

社
協
が
連
携
・
調
整
し
て
、

利
用
し
や
す
い
よ
う
に
検
討

す
る
。

問　

臨
時
福
祉
給
付
金
の
給

付
方
法
は
。

答　

広
報
と
一
緒
に
各
家
庭

に
お
知
ら
せ
を
配
付
し
て
い

る
。
今
後
は
、
対
象
者
に
通

知
し
、
申
請
を
し
て
も
ら
う

こ
と
と
し
、
相
談
窓
口
も
設

置
す
る
。
給
付
金
は
、
振
り

込
み
と
す
る
。

問　

農
地
・
農
家
基
本
台
帳

シ
ス
テ
ム
の
内
容
は
。

答　

こ
れ
ま
で
は
、
農
家
単

位
の
台
帳
を
用
い
て
い
た

問答問答

問答 問答

問答問答

問問答 答問答 問答

行
財
政
改
革
等
特
別
委
員
会
報
告

3
月
14
日
開
催

日本海温泉「鹿島の湯」

デイサービスセンターえんがわ（野沢）

問　

福
賀
地
区
に
お
い
て
も

介
護
認
定
者
が
増
え
、
小
地

域
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
「
え
ん

が
わ
」
の
施
設
だ
け
で
は
対

応
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。

 

福
祉
施
設
の
活
用
は
、
介

護
認
定
を
受
け
る
前
の
ケ
ア

が
大
切
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
る
。
健
康
寿
命
を
い
か

に
伸
ば
す
か
が
、
ひ
い
て
は

医
療
費
の
削
減
に
も
つ
な
が

る
の
で
、
地
域
の
実
情
に
合

っ
た
施
設
の
整
備
の
考
え
は

な
い
か
。

町
長　

福
賀
地
区
に
現
在
あ

る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

「
え
ん
が
わ
」
だ
け
で
は
不

十
分
で
、
宇
田
郷
地
区
と
同

じ
よ
う
な
老
人
福
祉
施
設
の

整
備
が
必
要
だ
と
感
じ
て
い

る
。

 

地
域
福
祉
は
、
そ
こ
に
住

む
人
々
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
、
地
域
住
民
や
行

政
、
社
会
福
祉
関
係
者
ら
が

お
互
い
に
協
力
し
あ
っ
て
、

地
域
社
会
の
課
題
に
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

宿
泊
型
の
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス

に
つ
い
て
も
、
新
基
本
計
画

等
の
中
で
先
進
事
例
や
住
民

の
ニ
ー
ズ
等
を
加
味
し
な
が

ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

 

ど
の
よ
う
な
施
設
に
す
る

か
は
、
阿
武
萩
医
療
圏
域
の

中
で
の
認
定
等
も
あ
る
の

で
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
加

味
し
な
が
ら
今
後
の
検
討
課

題
と
し
て
と
ら
え
て
い
く
。

Q　

福
賀
地
区
の
福
祉
施
設
の

　
　
　
　
　
　
　
　

充
実
に
つ
い
て

Ａ　

福
賀
地
区
に
も
老
人
福
祉
施
設

　
　
　
　

が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
る

町
長

問
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予
算
規
模
は
、
昨
年
度
と

比
較
し
大
き
く
減
少
し
て
、

一
般
会
計
予
算
が
27
億
５
３

０
０
万
円
。
そ
し
て
７
つ
の

特
別
会
計
が
16
億
88
万
８
０

０
０
円
と
総
額
で
44
億
４
３

８
８
万
８
０
０
０
円
と
な
っ

て
お
り
、
昨
年
度
比
、
一
般

会
計
予
算
で
５
億
９
７
０
０

万
円
の
減
と
例
年
に
な
い
大

き
な
緊
縮
予
算
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
中
村
町
長
の
単
独

町
政
を
維
持
し
、
阿
武
町
の

健
全
財
政
を
め
ざ
し
な
が
ら

の
町
政
運
営
か
ら
す
れ
ば
、

納
得
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

特
に
昨
年
ま
で
の
町
道
汐
入

野
地
線
工
事
や
道
の
駅
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
と
い
っ
た
大
き

な
事
業
が
終
了
し
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
、
思
い
切
っ
た

予
算
編
成
で
あ
る
。

　

一
般
会
計
の
歳
入
で
は
、

町
税
は
温
泉
施
設
の
入
湯
税

を
新
設
し
て
も
、
歳
入
額
の

10
・
２
％
と
少
な
い
現
状
か

ら
事
業
の
厳
選
で
凌
ぐ
こ
と

も
英
断
と
思
わ
れ
る
。

　

支
出
で
は
、
昨
年
夏
の
豪

雨
災
害
関
連
の
復
旧
費
等
の

計
上
も
あ
る
が
、
現
在
工
事

中
で
27
年
度
供
用
開
始
予
定

の
萩
・
長
門
清
掃
工
場
の
負

担
金
を
含
む
管
理
運
営
費
の

委
託
料
が
最
終
年
度
と
し
て

２
億
４
７
０
０
万
円
余
り
と

高
額
に
な
っ
て
い
る
ほ
か
、

町
道
東
方
筒
尾
線
の
改
良
事

業
の
測
量
設
計
費
が
計
上
さ

れ
、
将
来
の
夢
を
抱
か
せ
る

も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の

他
武
道
館
の
改
修
や
町
営
住

宅
建
設
等
生
活
に
密
着
し
た

配
慮
も
な
さ
れ
、
堅
実
な
予

算
編
成
で
あ
る
。

　

一
方
、
特
別
会
計
に
お
い

て
の
福
賀
診
療
所
の
診
療
収

入
の
減
少
や
介
護
保
険
事
業

の
経
費
の
増
加
が
あ
る
が
や

む
を
得
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

歳
入
を
考
え
た
健
全
財
政

と
い
っ
た
観
点
か
ら
自
主
財

源
が
少
な
い
の
で
仕
方
な
い

こ
と
で
は
あ
る
が
、
経
常
収

支
比
率
・
実
質
公
債
比
率
を

は
じ
め
非
常
に
健
全
な
財
政

運
営
を
考
え
た
平
成
26
年
度

予
算
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今

議
会
に
提
出
さ
れ
た
一
般
会

計
予
算
案
並
び
に
各
特
別
会

計
予
算
案
を
含
め
た
予
算
を

承
認
す
る
こ
と
に
賛
成
す
る
。

が
、
新
た
に
26
年
度
に
お
い

て
全
額
国
費
で
農
地
毎
の
デ

ー
タ
を
農
地
・
農
家
基
本
台

帳
と
し
て
整
備
す
る
。

  

今
後
、
農
地
中
間
管
理
機

構
の
創
設
や
日
本
型
直
接
支

払
制
度
な
ど
、
新
た
な
農

業
・
農
村
政
策
の
業
務
に
対

応
す
る
た
め
、
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
と
し
て
台
帳
シ
ス
テ
ム
を

整
備
す
る
。

問　

消
防
救
急
事
務
委
託
料

が
、
前
年
に
比
べ
て
増
額
に

な
っ
た
要
因
は
。     

答　

消
防
機
器
の
デ
ジ
タ
ル

化
に
伴
う
関
連
設
備
の
整
備

費
が
増
え
た
た
め
で
あ
り
、

全
体
の
10
％
程
度
が
阿
武
町

の
負
担
と
な
る
。

問　

武
道
館
が
改
修
さ
れ
る

が
、
指
導
者
の
養
成
は
。

答　

教
育
委
員
会
と
し
て

は
、
柔
道
に
限
ら
ず
競
技
を

す
る
人
が
集
ま
っ
て
、
自
助

努
力
に
よ
っ
て
指
導
者
が
養

成
さ
れ
る
よ
う
、
側
面
か
ら

支
援
し
環
境
整
備
を
す
る
こ

と
が
あ
る
べ
き
姿
と
考
え
て

い
る
。                

問　

町
民
セ
ン
タ
ー
自
主
事

業
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
計
画
は
。

答　

町
制
60
周
年
記
念
と
し

て
、
ピ
ア
ノ
を
使
い
ア
コ
ー

ス
テ
ィ
ッ
ク
な
音
色
を
基
調

と
し
、
ふ
る
さ
と
へ
の
郷
愁

を
誘
う
イ
メ
ー
ジ
・
歌
手
と

し
て
、
森
山
良
子
コ
ン
サ
ー

ト
を
計
画
し
て
い
る
。
コ
ン

サ
ー
ト
は
、
来
年
１
月
24
日

を
予
定
し
て
い
る
。

問　

農
地
・
農
業
用
施
設
災

害
復
旧
事
業
の
関
係
者
へ
の

説
明
は
。

答　

被
災
し
た
農
地
・
農
業

用
施
設
に
つ
い
て
は
、
入
札

を
行
い
落
札
し
て
い
る
。
25

年
度
事
業
分
も
含
め
て
、
26

年
度
中
に
は
全
て
完
了
し
た

い
。
関
係
者
へ
は
業
者
と
詰

め
て
、説
明
会
を
開
催
す
る
。

平
成
26
年
度
介
護
保
険
事

業
特
別
会
計
に
つ
い
て

問　

も
の
忘
れ
相
談
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
内
容
は
。

答　

認
知
症
の
事
業
で
、
タ

ッ
チ
パ
ネ
ル
で
認
知
症
を
早

期
に
発
見
す
る
も
の
。
今
後
、

２
台
増
や
し
て
３
台
で
サ
ロ

ン
や
各
種
教
室
、
健
診
時
に

検
査
を
行
い
早
期
発
見
・
受

診
に
対
応
す
る
。

問答問答問答

問答問答

小田達雄  議員

平
成
26
年
度　

予
算
賛
成
討
論

　

現
地
踏
査
で
は
、
８
箇

所
を
踏
査
し
ま
し
た
。

もの忘れ相談プログラム用
タッチパネル

町道金社地吉線

宇田中央地区公営住宅 町道田部青浦線 浸食の進む清ヶ浜
土地区営農飲雑用水

整備事業

福賀西台駐車場 下東郷お試し住宅 町道宇田中央線

現
地
踏
査
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阿
武
町
で
は
、
定
住
促
進
事
業
の
一
環
と
し
て
、
左
記
の
と
お
り

各
奨
励
金
の
交
付
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※尚、この制度は年の途中で変更することがあります。
※詳しくは、役場総務課（☎2－3111）または住民課、各支所窓口にお問い合わせください。

種　類 交　　　付　　　額 内　　　　　　　　容

Ｕターン
奨 励 金

転　　入
奨 励 金

就　　業
支 度 金

結婚祝金

出産祝金

世帯（２人以上） 200,000円
単身者 50,000円

世帯（２人以上） 100,000円
単身者 50,000円
世帯（２人以上） 300,000円
単身者 100,000円

 50,000円

 50,000円

第　１　子 30,000円
第　２　子 50,000円
第　３　子 100,000円
第　４　子 200,000円
第５子以上 300,000円

阿武町に定住の意志のある45歳以下の方がＵター
ンされた場合。ただし、山口県内からのＵターン
は除きます。

阿武町に定住の意志がある方が転入された場合。

阿武町に定住の意志のある45歳以下の方が第１
次産業就業のため転入された場合。
阿武町に住所を有し、定住の意志のある方が新卒
就業された場合。(町外勤務も可)
阿武町に住所を有し、定住の意志のある方が結婚
された場合。

阿武町に住所を有し、定住の意志のある方が子供
を出産された場合。

阿
武
町
に
定
住
し
た
い

　
　
　

 

「
あ
な
た
」
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
！

現在、『阿武町消防団協力隊』の隊員を募集しています。
『消防団協力隊』とは、
　“自分たちのまちは自分たちで守る”という共助の理念から火災発生時における迅速
な初期消火（消火栓から放水による消火等）を地域の人たちで行う、いわゆる消防団の応援隊です。

『隊員の資格』は、① 阿武町に住所を有する心身ともに健康な満75歳未満の方
　　　　　　　　　　② 協力隊活動に熱意のある方

『活動内容』は、消火栓からの放水による消火や消防団・消防署到着後の後方支援(交通整理等)です。
『申込方法』は、志願される方は、５月20日（火）までに自治会長または役場総務課までご連絡ください。

　詳細は、一次募集を締めた後、志願者を対象に説明会を開催します。
◆問い合わせ先　役場総務課　☎２－３１１０

　津波や災害時の目安として町内各所に海抜表示板を設置しました。
　（国道191号線に設置されている青い表示板は国交省が設置したものです）

　避難所表示（指定避難所）
　　町民センター、のうそんセンター、ふれあいセンター
　　体育センター、阿武中体育館、奈古高体育館　　計６カ所

　海抜表示（公共施設、集会所、バス停、電柱など）
　　奈古地区64ヶ所
　　福賀地区29ヶ所
　　宇田郷地区26ヶ所　　計119カ所

『阿武町消防団協力隊員』募集!!

避難所表示板・海抜表示板を設置!! 町
民
セ
ン
タ
ー
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あぶ芸能祭
20
組
が
十
八
番（
お
は
こ
）を
披
露
！！

　

ま
ち
の
芸
能
人
た
ち
が
十
八
番

を
披
露
す
る
「
第
９
回
あ
ぶ
芸
能

祭
」
が
、
４
月
13
日
町
民
セ
ン
タ

ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。（
主
催
・

阿
武
芸
能
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議

会
、
後
援
・
阿
武
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
連
絡
協
議
会
、
阿
武
町
社
会
福

祉
協
議
会
）

　

町
全
体
で
の
開
催
は
９
回
目
で

20
組
の
個
人
・
団
体
が
、
カ
ラ
オ

ケ
や
バ
ン
ド
演
奏
、
日
舞
な
ど
そ

れ
ぞ
れ
趣
向
を
凝
ら
し
て
十
八
番

を
披
露
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
芸
能
祭
は
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
活
動
の
一
環
と
し
て
も
開

催
さ
れ
て
お
り
、
参
加
者
や
来
場

者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
善
意
の
募
金

22
万
２
０
０
９
円
は
、「
ふ
れ
あ
い

と
明
る
い
地
域
づ
く
り
」
に
役
立

て
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

後
日
阿
武
町
社
会
福
祉
協
議
会

福
祉
基
金
と
赤
い
羽
根
共
同
募
金

に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。　

第９回

レインボーのみなさん

歌
夢
舞 

小
野
さ
ん
と
岡
村
さ
ん

愛
奈
会 

小
田
さ
ん

し
ゃ
く
な
げ
の
会

田
村
さ
ん

し
ゃ
く
な
げ
の
会

野
原
さ
ん

し
ゃ
く
な
げ
の
会

有
田
さ
ん

華
祥
会 
水
津
さ
ん

五
色
会 

豊
田
さ
ん

うもれ木の会
黒川さんと田中さん

元
気
な
ご
長
寿 

白
石
さ
ん

曽
光
会 

大
谷
さ
ん

う
も
れ
木
の
会 

中
原
さ
ん

Ｂ･

Ｂ
ク
ラ
ブ 

小
田
さ
ん

華
祥
会 

三
浦
さ
ん

町の芸能人の祭典

町民センター

ちどり会 上村さん

アロハマープアナのみなさん

藤浩会のみなさん 阿胡スティックスのみなさん 宇田さくら会のみなさん

愛奈会のみなさん

レインボーのみなさん

藤浩会のみなさん アロハマープアナのみなさん

三丁櫓のみなさん

泉の会のみなさん

司会の
花田さん

元気！阿武町！５００１プラン
いきいきと未来に輝く人づくり

ド
キ
ド
キ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

チャリティー募金約22万円を寄付
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平
成
25
年
度
農

業
農
村
整
備
優
良

地
区
コ
ン
ク
ー
ル

（
主
催
：
全
国
水

土
里
ネ
ッ
ト
）
に

お
い
て
、
農
事
組

合
法
人
福
の
里
が

農
林
水
産
大
臣
賞

を
受
賞
し
、
４
月

２
日
役
場
公
室
で

中
村
町
長
に
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
農
村

整
備
の
実
施
を
機

に
、
農
村
の
振
興

に
向
け
て
地
域
一
体
と
な
っ
た
、
活
力
と
個
性
あ
る
地

域
づ
く
り
を
進
め
、
他
の
模
範
に
な
る
な
ど
優
れ
た
成

果
を
上
げ
て
い
る
団
体
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。
こ
の

度
の
受
賞
は
、
福
賀
の
福
の
里
周
辺
地
域
に
お
い
て

「
農
事
組
合
法
人
福
の
里
」
と
、
同
法
人
が
運
営
す
る

「
福
の
里
加
工
所
と
直
売
所
」
が
特
に
地
域
活
性
化
の

中
心
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
の

も
で
す
。

　

受
賞
に
あ
た
り
市
河
憲
良
代
表
は
、「
受
賞
は
特
に

荒
廃
田
の
復
旧
活
動
や
、
早
い
時
期
か
ら
六
次
産
業
化

に
取
り
組
ん
で
き
た
結
果
だ
と
思
う
。
今
後
は
、
福
の

里
直
売
所
と
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
道
の
駅
阿
武
町
と
の

連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、
山
の
幸
・
海
の
幸
を
う
ま
く

使
っ
て
発
展
し
て
い
き
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

木村　恵
事　務
（新任）

大森　慎一
事務・主査

（大津緑洋高校日置校舎）

野田　知
地歴公民
（新任）

き　 むら　　　 めぐみ おお　もり　　　　しん　いち の　 だ　　　　さとる

　福賀地区は山や田んぼに
囲まれたのどかな地域とい
う印象で、なんといっても
夜空の美しさと寒さに驚い
ています。初めての駐在所
勤務ですが、住民のみなさ
んの安全安心のために活動
していきたいと考えていま
すので、ご協力をよろしく
お願いします。

駐
在
さ
ん

　
　
　

紹
介

福
賀
駐
在
所

氏　　名　山田　幸博
出 身 地　宇部市
前勤務地　光警察署

やま　だ　　　　ゆき　ひろ

農
事
組
合
法
人
福
の
里
が

農
村
振
興
整
備
で

　

農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞

　

災
害
に
お
い
て

消
防
作
業
に
従
事

し
、
功
労
が
あ
っ

た
消
防
団
に
対
し

て
送
ら
れ
る
消
防

庁
長
官
表
彰
を
阿

武
町
消
防
団
が
受

賞
し
、
竿
頭
綬
を

受
け
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
昨
年
７
月
28
日
の
豪
雨
災
害

に
お
け
る
人
命
救
助
、
避
難
者
搬
送
、
水
防
活
動
等
が

認
め
ら
れ
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

受
賞
に
際
し
田
中
敏
雄
団
長
は
、
「
昨
年
７
月
の
水

害
で
の
、
特
に
福
賀
分
団
・
宇
田
郷
分
団
の
活
躍
が
認

め
ら
れ
表
彰
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
を

契
機
に
、
団
員
に
は
消
防
団
員
と
し
て
士
気
高
揚
に
務

め
、
任
務
を
全
う
し
て
ほ
し
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

・
・
消
防
団
の
異
動
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　

４
月
１
日
に
役
場
で
消
防
団
辞
令
交
付
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。（
敬
称
略
）【
旧
職
】

昇
格　

奈
古
第
一
分
団　

　

分
団
長　
　

伊
藤
喜
一
（
寺　

東
）【
副
分
団
長
】

　

副
分
団
長　

後
根　

浩
（
西
の
二
）【
部
長
】

奈
古
第
二
分
団

　

分
団
長　
　

米
原　

悟
（
筒　

尾
）【
副
分
団
長
】

　

副
分
団
長　

田
中
昌
克
（　

土　

）【
班
長
】

福
賀
分
団

　

分
団
長　
　

植
田
寿
美
（
上
東
郷
）【
副
分
団
長
】

　

副
分
団
長　

金
子　

誠
（
上
東
郷
）【
部
長
】

退
団　

渡
辺
文
夫
【
奈
古
第
一
分
団 

分
団
長
】

　
　
　

市
河
憲
良
【
福
賀
分
団 

分
団
長
】

阿
武
町
消
防
団
が

　

消
防
庁
長
官
表
彰
を
受
賞

町
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
！

上野  朱美
養護教諭
（新任）

葉山  雅基
農業・教頭

（山口農業高校）

村上  哲朗
校　長

（やまぐち総合教
育支援センター）

うえ　 の　　　 あけ　 み は　やま　　　まさ　 き むら　かみ　　　てつ　ろう

　

平
成
26
年
度
の
人
事
異
動
で
、
奈
古
高
校
に
新
し
く
６
人
の
教
職

員
が
着
任
し
ま
し
た
。（
敬
称
略
）　
　
　
　

※

（　

）は
旧
勤
務
校
等

奈
古
高
校
の
新
し
い
先
生
紹
介
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阿
武
町
立
小
・
中
学
校
教
職
員

着
任
式
が
４
月
１
日
、
町
民
セ
ン

タ
ー
の
多
目
的
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

新
し
い
先
生
方
11
人
を
紹
介
し

ま
す
。　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

※

臨
時
・
講
師
の
先
生
を
含
む

①
出
身
地
（
市
町
）

②
趣
味
・
特
技
な
ど

③
学
校
の
印
象
、
今
後
の
抱
負
、

　

自
己
紹
介
な
ど

　

阿
武
町
立
小
・
中
学
校
教
職
員

着
任
式
が
４
月
１
日
、
町
民
セ
ン

タ
ー
の
多
目
的
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

新
し
い
先
生
方
11
人
を
紹
介
し

ま
す
。　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

※

臨
時
・
講
師
の
先
生
を
含
む

①
出
身
地
（
市
町
）

②
趣
味
・
特
技
な
ど

③
学
校
の
印
象
、
今
後
の
抱
負
、

　

自
己
紹
介
な
ど

（
敬
称
略
）（　

）は
新
勤
務
校
な
ど

【
阿
武
小
学
校
】

▼
教
頭　

田
中
泰
博（
越
ヶ
浜
小
）

▼
教
諭　

村
井
裕
紀（
養
治
小
）

▼
教
諭　

山
根
幸
恵（
通
小
）

▼
教
諭　

能
勢
秀
樹（
椿
東
小
）

【
福
賀
小
学
校
】

▼
校
長　

白
岡　

太（
徳
佐
小
）

▼
教
諭　

橋
本
忠
彦（
多
磨
小
）

【
阿
武
中
学
校
】

▼
教
諭　

安
光
明
文（
退
職
）

【
福
賀
中
学
校
】

▼
教
諭　

杉
山
直
樹（
越
ヶ
浜
中
）

▼
教
諭　

藤
田
多
恵
子（
阿
武
中
）

▼
教
諭　

田
中
美
恵（
田
万
川
中
）

新しい先生新しい先生
１１人に人に
聞きました聞きました

新しい先生新しい先生
１１人に人に
聞きました聞きました

新しい先生
１１人に
聞きました

町
内
小
・
中
学
校

教
職
員
の
転
出
な
ど

さわやか
な春の香りさわやか
な春の香り

ひろがる新学期ひろがる新学期

し
げ　

と
み　
　
　
　
て
つ　

や

た　

な
か　
　
　
　

い
ず　

ほ

く　
　

が　
　
　
　

た
け
し

す
え　

は
な　
　
　
　

ま
さ　
ゆ
き

あ
き　

や
ま　
　
　
　

し
ん　

い
ち

ふ
じ　

た　
　

た　
　

え　
　

こ

み　

う
ら　
　
　
　
あ
け　

み

じ
ょ
う
い
ち　
　
　
　

さ
と　

こ

ふ
く　
な
が　
　
　
　

ま
い

よ
し　

む
ら　
　
　
　

み　
　

な

い
け　

だ　
　
　
　
　

さ　
　
お
り

重
冨　

哲
也

阿
武
小
教
頭

①
下
関
市
②
マ

ラ
ソ
ン
・
ス
キ
ー
③
素
晴
ら
し
い

校
舎
に
豊
か
な
自
然
、
こ
の
よ
う

な
恵
ま
れ
た
環
境
の
中
で
教
育
活

動
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

を
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
の
夢
の
実
現
に
向
け
て
、

全
力
で
頑
張
り
ま
す
。

田
中　

出
穂

福
賀
小
教
諭

①
山
口
市
②
野

球
、
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
挑
戦
！
③
大

規
模
校
で
の
体
育
主
任
の
修
行
を

終
え
、
今
度
は
複
式
教
育
を
学
ぶ

た
め
に
こ
こ
に
や
っ
て
参
り
ま
し

た
。
福
賀
小
の
良
い
子
た
ち
と
共

に
学
び
、
共
に
遊
び
、
共
に
運
動

す
る
こ
と
が
楽
し
み
で
す
。

久
賀　

武

福
賀
小
校
長

①
萩
市
須
佐

②
野
菜
づ
く
り
③
福
賀
小
学
校
に

30
年
ぶ
り
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

初
心
に
返
り
、
「
地
域
か
ら
信
頼

さ
れ
る
学
校
」
を
目
指
し
て
が
ん

ば
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
支

援
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

末
花　

昌
之

阿
武
小
教
諭

①
萩
市
②
読

書
、
ス
ポ
ー
ツ（
サ
ッ
カ
ー
、
野

球
）、
バ
ッ
ク
転
③
豊
か
な
自
然

と
素
晴
ら
し
い
校
舎
で
子
供
達
と

一
緒
に
過
ご
せ
る
こ
と
を
と
て
も

う
れ
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。
子
供

達
と
共
に
前
進
・
成
長
し
て
い
き

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

秋
山　

愼
一

阿
武
中
教
諭

①
北
九
州
市
八

幡
②
読
書
、
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
③
満

開
の
桜
に
迎
え
ら
れ
、
と
て
も
気

持
ち
よ
く
赴
任
し
て
き
た
と
こ
ろ

へ
、
生
徒
た
ち
の
明
る
い
笑
顔
と

あ
い
さ
つ
が
加
わ
り
、
気
分
は
最

高
で
す
!!　

生
徒
た
ち
と
一
緒
に

が
ん
ば
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

藤
田
多
恵
子

阿
武
中
教
諭

①
萩
市

②
映
画
、
音
楽
鑑
賞

③
自
然
豊
か
で
、
人
情
味
の
あ
ふ

れ
る
阿
武
町
で
の
２
校
目
の
勤
務

に
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。
福
賀

と
の
架
け
橋
と
な
り
、
阿
武
中
っ

子
の
夢
の
実
現
を
支
え
て
い
け
た

ら
と
思
い
ま
す
。

三
浦　

明
美

福
賀
小
教
諭

①
萩
市

②
映
画
鑑
賞

③
自
然
豊
か
な
地
域
、
そ
こ
に
建

つ
校
舎
。
こ
の
よ
う
な
場
所
で
素

直
で
純
粋
な
子
ど
も
達
と
一
緒
に

過
ご
せ
る
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

城
一　

聡
子

福
賀
中
教
諭

①
萩
市
②
ド
ラ

イ
ブ
、
ゴ
ル
フ（
初
心
者
）③
山
や

川
や
田
畑
が
き
ら
き
ら
輝
く
の
ど

か
な
阿
武
町
で
、
地
域
の
方
達
と

ど
ん
な
活
動
が
で
き
る
の
か
、
ど

ん
な
阿
武
町
を
発
見
で
き
る
の
か
、

と
て
も
楽
し
み
で
す
。
誠
実
に
親

切
に
元
気
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

福
永　

舞

福
賀
中
教
諭

①
萩
市

②
体
を
動
か
す
こ
と

③
自
然
豊
か
な
環
境
で
勤
務
で
き

る
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
い

ま
す
。
何
事
も
一
生
懸
命
取
り
組

み
、
子
ど
も
た
ち
と
共
に
成
長
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

吉
村　

美
菜

阿
武
中
教
諭

①
萩
市

②
映
画
鑑
賞
、
絵
を
描
く
こ
と

③
素
敵
な
校
舎
、
元
気
で
明
る
い

生
徒
、
優
し
い
先
生
方
に
囲
ま
れ

て
勤
務
で
き
る
こ
と
に
感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
生
徒
全

員
と
仲
良
く
、
ま
た
共
に
学
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

池
田　

沙
織

福
賀
中
事
務
主
事

①
下
関
市
彦
島

②
生
け
花
（
最
近
始
め
ま
し
た
）

③
鯉
の
ぼ
り
立
て
に
す
い
か
の
出

荷
式
な
ど
、
季
節
の
行
事
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

や
地
域
の
方
々
か
ら
、
福
賀
の
こ

と
を
学
び
、
早
く
福
賀
の
地
に
溶

け
込
み
た
い
で
す
。
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阿
武
町
に
Ｉ
タ
ー
ン

し
た
飯
田
広
さ
ん
（
57

歳
、
森
見
藤
）
が
、
ほ

ぼ
全
て
を
手
作
業
で
古

民
家
改
装
し
た
「
ま
ん

ま
屋
た
ん
ぽ
こ
」
が
３

月
28
日
オ
ー
プ
ン
。
多

く
の
人
で
賑
わ
っ
て
い

ま
す
。

　

飯
田
さ
ん
は
元
競
輪

選
手
で
引
退
後
に
長

野
、
奄
美
大
島
と
移

住
。
４
年
前
阿
武
町
に
Ｉ
タ
ー
ン
し
ま
し
た
。
阿
武
町
で
生

活
す
る
中
で
、
若
い
頃
か
ら
の
夢
で
あ
っ
た
喫
茶
店
を
開
業

す
る
こ
と
を
決
意
。
「
人
が
気
軽
に
集
ま
れ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
れ
る
〝
場
〞
を
作
り
た
い
」
と
古
民
家
を

借
り
、
ほ
ぼ
全
て
を
約
２
年
の
歳
月
を
か
け
て
自
力
で
改
修

し
、
オ
ー
プ
ン
に
た
ど
り
つ
き
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ン
当
日
は
、
福
賀
中
卒
業
生
た
ち
が
、
待
っ
て
ま

し
た
と
ば
か
り
に
お
客

様
第
一
号
に
。
そ
の
後

も
次
々
に
地
元
の
人
た

ち
が
訪
れ
開
店
を
祝
い

ま
し
た
。「
地
域
の
人

を
は
じ
め
町
外
の
人
も

集
い
、
夢
を
語
り
合
え

る
場
に
な
れ
ば
」
と
飯

田
さ
ん
は
話
し
て
い
ま

す
。

人
が
気
軽
に
集
う「
場
」を
つ
く
り
た
い

　
　

〝
ま
ん
ま
屋
た
ん
ぽ
こ
〞
が
オ
ー
プ
ン

　

生
徒
の
国
際
理
解
教
育
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
３
月
18

日
、
み
ど
り
保
育
園
で
働
く
ベ
バ
リ
ー
・
ニ
コ
ル
・
ケ
ン
プ

ト
さ
ん
が
奈
古
高
校
で
講
演
し
、
１
・
２
年
生
75
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
ま
ず
、
ベ
バ
リ
ー
さ
ん
が
カ
ナ
ダ
の
文
化
や
ス

ポ
ー
ツ
、
動
物
や
植
物
な
ど
に
つ
い
て
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て

説
明
。「
こ
れ
は
何
で
し
ょ
う
？
」
と
写
真
を
見
せ
て
質
問

し
、
生
徒
と
や
り
と
り
す
る
形
式
で
生
徒
も
積
極
的
に
回
答

し
ま
し
た
。
ま
た
、
家
族
と
の
写
真
な
ど
を
見
せ
な
が
ら
、

日
本
と
は
違
う
家
の
造
り
や
家
族
構
成
な
ど
を
紹
介
。
生
徒

か
ら
の
質
問
は
英
語
で
の
質
疑
も
行
わ
れ
、
ベ
バ
リ
ー
さ
ん

の
好
き
な
ア
イ
ド
ル
を
聞
く
高
校
生
ら
し
い
や
り
と
り
や
、

カ
ナ
ダ
と
日
本
の
違
い
を
問
う
な
ど
、
身
近
に
海
外
の
文
化

に
触
れ
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

熱
を
加
え
て
も
キ
ウ
イ
の
魅
力〝
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
〞

の
色
彩
が
変
化
し
な
い
「
緑
煌
め
き
製
法
」
を
開
発
し
た
奈

古
高
校
で
３
月
31
日
、
加
工
技
術
お
よ
び
加
工
品
の
普
及
を

目
的
に
、
地
域
資
源
講
習
会
が
開
催
さ
れ
、
Ｊ
Ａ
女
性
部
や

キ
ウ
イ
生
産
者
な
ど
25
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
熱
を
加
え
る
と
黄
褐
色
に
変
色
し
て
し
ま
う

こ
と
が
課
題
だ
っ
た
キ
ウ
イ
。
奈
古
高
で
は
変
色
の
原
因
を

特
定
し
、
野
菜
の
色
止
め
と
し
て
昔
か
ら
使
用
さ
れ
て
い
る

〝
重
曹
〞
を
使
用
す
る
と
と
も
に
、〝
銅
鍋
〞
を
使
用
す
る
こ

と
で
、
着
色
料
を
加
え
な
い
「
緑
煌
め
き
製
法
」
を
開
発
。

講
習
会
で
は
こ
の
方
法
を
伝
授
。
ジ
ャ
ム
の
製
造
体
験
と
試

食
を
行
い
、
参
加
者
は
驚
き
の
表
情
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

地域の宝「キウイ」を
色鮮やかなジャムに
奈古高で地域資源講習会

まんま屋たんぽこ 人気のカウンター
（右奥が飯田広・成美さん夫妻）

　外国の人に日本の魅力を感
じてほしいし、日本人にも外
国の良さに気づいてほしいと
思いました！

松井 廉さん
　（普通科３年）

日本の魅力、
　感じてほしい

カナダの文化と
生の英語に触れる
保育園のベバリー先生が

奈古高で講演

　すごく楽しかったです。英語は
苦手だけど外国の人とコミュニケ
ーション取るのに必要だと思うの
で、これから勉強したいです。

黒川朋美さん
　（普通科３年）

英語をもっと
　勉強します！

　きれいな色にビックリ！甘さもち
ょうど良い。良い技術を伝えてもら
ったので商品化目指して、これから
も奈古高とコラボしていきたいね。

ＪＡ女性部奈古支部長
　伊藤節子さん（寺東）

商品化目指して、これ
からもコラボを！

　福賀に居心地の良い空間が増えて
うれしい！オーナー２人の人柄も魅
力的で、ついフラッと寄りたくなり
ます。

蟹屋隆二・
　恵里さん夫妻
（宇生賀中央）

夢のような空間
が生まれた

　重曹の量を調節しないと、きれい
な色が出ないのが難しいところです。
けれど、煮詰めると色が鮮やかにな
るとうれしいし、面白いです。

奈古高食品科学科３年
藤田光次さん（宇生賀中央）

煮詰めると
色鮮やかになる面白さ

奈古高生の説明を
熱心に聞く参加者
奈古高生の説明を
熱心に聞く参加者

奈古高生を前に
ベバリー先生が講演
奈古高生を前に
ベバリー先生が講演

表紙説明



　

奈
古
駅
南
側
に
整
備

し
た
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

あ
ぶ
に
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
街

路
灯
を
10
基
設
置
す
る

と
と
も
に
遊
具
コ
ー
ナ

ー
に
は
ケ
ヤ
キ
、
ア
ラ

カ
シ
、
マ
テ
バ
シ
イ
な

ど
樹
木
を
植
栽
し
木
陰

を
増
や
し
ま
し
た
。
街

路
灯
は
午
後
10
時
ま
で

点
灯
し
ま
す
の
で
夕
涼

み
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な

ど
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

15

あなたのまちの身近な話題をお寄せください。
役場総務課企画広報係（☎2̶3111）　E-mail : kikaku02@town.abu.lg.jp

　

準
高
冷
地
の
気
候
か
ら
、
奈
古
地
区
よ
り
少
し
遅
く
開
花

す
る
福
賀
地
区
で
、
４
月
４
日
〜
13
日
ま
で
新
生
の
一
本
桜

が
地
区
の
人
た
ち
の
手
に
よ
っ
て
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、「
毎
年
見
事
に
咲
き
誇
る
一
本
桜
を
夜
も
楽

し
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
の
長
年
の
思
い
を
初
め
て
実
現
し

た
も
の
で
、
色
違

い
の
照
明
を
二
機

設
置
し
点
灯
さ
れ

ま
し
た
。
地
区
住

民
は「
こ
の
桜
も
、

ま
ち
の
名
物
に
し

た
い
な
！
」
と
意

気
揚
々
。

見
事
な
桜
を
、ま
ち
の
名
物
に

　
　

福
賀
地
区
で
一
本
桜
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が

４
月
６
日
〜
15
日
ま
で
の
10
日

間
、
全
国
一
斉
に
展
開
さ
れ
ま

し
た
。

　

阿
武
町
で
は
期
間
中
、
朝
と

夕
方
に
国
道
な
ど
の
危
険
個
所

で
の
街
頭
指
導
を
は
じ
め
、
７

日
に
は
各
地
区
で
「
交
通
マ
ナ

ー
ア
ッ
プ
作
戦
」
を
実
施
。
婦

人
会
や
交
通
安
全
協
会
会
員
、

交
通
指
導
員
な
ど
が
ド
ラ
イ
バ

ー
に
安
全
運
転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

平
成
14
年
か
ら
使
用
し
て
い
た
保
育
園
送
迎
用
の
ワ
ゴ
ン

車
が
、
こ
の
度
子
ど
も
12
人
が
乗
車
で
き
る
黄
色
い
ワ
ゴ
ン

車
に
更
新
さ
れ
、
４
月
１
日
か
ら
運
行
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

排
気
量
は
２

５
０
０
㏄
で
、

座
席
に
は
子
ど

も
用
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
も
完
備
。

新
し
い
車
に
園

児
達
は
大
喜
び

で
乗
車
し
て
い

ま
し
た
。

安
全
運
転
を
お
願
い
し
ま
す
！

　
　
　
　
　
　

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

ピ
ッ
カ
ピ
ッ
カ
！

　

幸
せ
の
黄
色
い
ワ
ゴ
ン
車
に

　
　
　
　
　

保
育
園
の
送
迎
ワ
ゴ
ン
を
更
新

公
園
が
よ
り
快
適
に

　

グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
あ
ぶ
に
街
路
灯
を
設
置

　

春
う
ら
ら
か
な
陽
射
し
の
中
、
４
月
３
日
み
ど
り
保
育
園

で
入
園
式
が
、
８
日
に
町
内
各
小
中
学
校
で
入
学
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
年
、
保
育
園
に
は
21
人
が
入
園
。
ま
た
、
阿

武
小
15
人
、
福
賀
小
４

人
、
阿
武
中
19
人
、
福
賀

中
２
人
が
入
学
し
、
気
持

ち
も
新
た
に
新
生
活
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

阿
武
小
学
校
で
行
わ
れ

た
入
学
式
で
は
、
６
年
生

と
手
を
つ
な
ぎ
、
新
一
年

生
が
希
望
に
満
ち
た
満
面

の
笑
顔
で
入
場
。
校
長
式

辞
や
来
賓
の
祝
辞
を
一
生

懸
命
聞
い
て
い
ま
し
た
。

希
望
に
胸
を
膨
ら
ま
せ

町
内
保
育
園
・
小
中
学
校
で
入
園
・
入
学
式 ドライバーに笑顔の声かけドライバーに笑顔の声かけ

みどり保育園新入園児みどり保育園新入園児

　

４
月
８
・
９
日
の
２
日
間
、
山
口
県
警
察
本
部
機
動
隊
員

22
人
が
参
加
し
、
潜
水
・
舟
艇
訓
練
が
奈
古
漁
港
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
潜
水
技
能
の
習
熟
と
、
新
規
隊
員
の
潜

水
適
性
把
握
の
た
め
実
施
さ
れ
た
も
の
で
、
湾
が
あ
り
水
質

が
良
好
で
、
水
深
も
安
全

管
理
上
適
正
な
奈
古
漁
港

で
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も

の
で
す
。　

　

装
備
品
の
脱
着
や
息
止

め
な
ど
の
基
本
訓
練
を
は

じ
め
、
ス
キ
ュ
ー
バ
―
訓

練
、
男
鹿
島
へ
の
遠
泳
な

ど
が
行
わ
れ
、
隊
員
は
真

剣
に
訓
練
に
臨
ん
で
い
ま

し
た
。

潜
水
技
能
の
習
熟
を
目
指
し
て

　
　
　
　

精
鋭
の
県
警
機
動
隊
が
潜
水
訓
練

10kgの重りを持ち、立ち泳ぎ訓練10kgの重りを持ち、立ち泳ぎ訓練
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
桜
（
新
生
）

グリーンパークあぶに
照明を設置
グリーンパークあぶに
照明を設置
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　全国に先がけ平成３年の道の駅実
証実験からスタートした、全国道の
駅発祥の駅である「道の駅阿武町」。
昨年５月から改修工事を開始してい
ましたが、４月20日にいよいよリ
ニューアルオープンを迎えます。
　建物には地場産木材をふんだんに
使用し、木の美しさとあたたかみを
感じる造りが各所に見られます。直
売所の広さは以前の約２倍となり、
広々とした空間に旬の野菜や新鮮な
魚が並びます。レストランの大きな
窓からは、自慢の鹿島湾の風景とと
もに、地元産食材を使ったおもてな
いメニューを楽しめ、“鹿島の湯”
と名付けられた温泉からは日本海を
望むことができる、道の駅阿武町。
ぜひ足を運んでみてください。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
目
前
に
控
え
た
４

月
１
日
、
道
の
駅
の
運
営
を
担
う
株
式
会
社
あ
ぶ

ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
で
、
従
業
員
辞
令
・
パ
ー
ト
タ

イ
マ
ー
採
用
通
知
交
付
式
が
行
わ
れ
、
27
人
の
従

業
員
が
辞
令
・
通
知
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

式
で
は
中
村
秀
明
社
長
が
「
お
客
様
に
、
も
う

一
回
道
の
駅
阿
武
町
に
行
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
一
人
ひ
と
り
が〝
経
営
者
〞

で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
気
持
ち
を
持
っ
て
、
責
任

を
持
っ
て
職
務
に
励
ん
で
ほ
し
い
。」
と
あ
い
さ

つ
。
従
業
員
の
み
な
さ
ん
は
引
き
締
ま
っ
た
表
情

で
式
に
臨
み
、
決
意
も
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

　従業員全員で、人に
優しい道の駅をつくり
ます！！

いよいよ４月２０日リニューアルオープン！！いよいよ４月２０日リニューアルオープン！！

4月20日（日）リニューアルオープン記念行事
記念式典　１０：００～
全館開店　１１：００～
ＡＢＵウォーターボーイズ記念公演　１２：００～
生本マグロ解体ショー＆試食・販売　１３：３０～

従業員一同がんばります！
株式会社あぶクリエイション

で辞令交付

「人に優しい道の駅を」

道の駅阿武町
店長　長尾　修さん

道の駅全景

レストラン ダイニングカフェ846

日
本
海
温
泉
「
鹿
島
の
湯
」



尼子氏から見る戦国時代の山陰地方



幸
せ
感
性
磨
い
て
新
年
度
へ

　

３
月
２
日
に
奈
古
婦
人
会
総

会
が
開
催
さ
れ
、
25
年
度
の
事

業
と
決
算
報
告
、
26
年
度
の
事
業
計
画
と
予
算
の
審
議
が

行
わ
れ
、
全
て
原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
に
は
、
山
口
県
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
の

松
田
義
政
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

交
え
「
女
性
の
生
き
方
」
を
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

松
田
さ
ん
は
、「
い
つ
ま
で
も
若
く
心
身
共
に
健
康
で

あ
る
た
め
に
は
、
五
感
を
通
じ
て
幸
せ
を
感
じ
る
こ
と
が

大
切
」
と
話
し
、
会
員
達
は
、
チ
ー
ム
対
抗
ジ
ェ
ス
チ
ャ

ー
ジ
ャ
ン
ケ
ン
な
ど
で
「
笑
う
」
と
い
う
心
地
よ
さ
を
重

ね
、「
幸
せ
を
感
じ
る
」
感
性
磨
き
を
し
ま
し
た
。

祝･

卒
団
！「
成
長
へ
の
学
び
に
感
謝
し
て･･･
」

　

３
月
30
日
に
、
奈
古
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
卒
団
式
を
開
催

し
、
３
人
が
卒
団
し
ま
し
た
。

　

サ
ッ
カ
ー
部
の
梅
地
愛
翔
く
ん
は
体
格

を
活
か
し
た
堅
い
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
を
持
ち

味
と
し
、
た
っ
た
一
人
の
６
年
生
と
し
て

下
級
生
を
ま
と
め
て
く
れ
ま
し
た
。

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
水
津
香
乃
さ
ん
は

攻
撃
、
稲
川
理
子
さ
ん
は
守
備
の
要
で
、

息
の
あ
っ
た
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り

チ
ー
ム
を
引
っ
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

親
子
交
流
試
合
後
の
卒
団
式
で
は
、
指

導
者
･
在
団
生
か
ら
の
心
温
ま
る
メ
ッ
セ

ー
ジ
で
、
卒
団
生
の
門
出
を
お
祝
い
し
ま

し
た
。
卒
団
生
か
ら
は
、「
技
術
は
も
ち

ろ
ん
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
大
切
さ
を
学
ん

だ
こ
と
や
諦
め
な
い
気
持
ち
を
も
つ
こ
と

が
、
自
分
の
成
長
に
つ
な
が
っ
た
」
と
、

思
い
出
や
お
礼
の
気
持
ち
を
伝
え
ま
し
た
。

「
ハ
ッ
ピ
ー
＆
ス
マ
イ
ル
」
で

い
き
い
き
し
た
人
生
を

　

福
賀
婦
人
会
と
J
A
女
性
部
福
賀
支

部
の
総
会
が
３
月
15
日
、
の
う
そ
ん
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ

ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
会
員
約
１
２
０
人
が
参
加
し
て
26
年

度
の
事
業
計
画
や
選
挙
で
新
役
員
を
決
め
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
講
演
会
で
は
、
県
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

事
務
局
長
の
松
田
義
政
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、「
女
性
の

生
き
方
」
と
題
し
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

「
ハ
ッ
ピ
ー
」
と
「
ス
マ
イ
ル
」
の
中
で
の
他
者
と
の

交
流
が
、
心
身
共
に
健
康
を
呼
び
込
む
事
が
出
来
る
と
し

て
、
二
人
一
組
で
、
安
心
感
が
満
た
さ
れ
る
人
間
関
係
作

り
を
声
と
身
体
を
動
か
し
な
が
ら
行
い
、
後
半
は
、
数
人

ご
と
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
を
行
い
、
円

滑
な
交
流
を
育
む
手
法
を
、
実
践
し
て
学
び
ま
し
た
。

　

些
細
な
出
来
事
の
中
で
幸
せ
を
感
じ
る
。
そ
の
瞬
間
の

積
み
重
ね
が
、
い
き
い
き
し
た
人
生
に
繋
が
る
と
い
う
事

を
、
参
加
者
全
員
が
実
感
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

感
謝
の
気
持
ち
で
別
れ
を
惜
し
む

　

福
賀
駐
在
所
と
福
賀
小
中
学
校
の
異
動
者

の
送
別
会
が
３
月
28
日
、
の
う
そ
ん
セ
ン
タ

ー
多
目
的
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

遠
藤
駐
在
所
長
さ
ん
と
６
人
の
先
生
方
が

異
動
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
ま
で
の
ご

労
苦
や
、
福
賀
地
域
の
発
展
に
資
す
る
貴
重

な
ご
助
言
を
い
た
だ
く
等
、
地
域
の
全
体
の

振
興
に
多
大
な
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
た
こ
と

に
感
謝
し
、
地
域
有
志
一
同
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

思
い
出
話
が
尽
き
る
こ
と
は
な
く
、
会
場
に
は
ち
切
れ

ん
ば
か
り
の
歓
声
と
、
笑
顔
が
飛
び
交
う
中
で
、
時
が
経

つ
の
も
忘
れ
る
ほ
ど
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

道
の
駅
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
何
か
し
た
い
！

　

３
月
９
日
、
平
成
25
年
度
宇
田
郷
婦
人
会
総

会
が
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
業
報
告
と
決
算
報
告
と
新
年
度
の
事
業
計

画
、
予
算
を
全
会
一
致
で
決
議
。
そ
し
て
新
役
員
が
紹
介

さ
れ
新
年
度
に
向
け
て
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、
㈱
三
見
シ
ー
マ
ザ
ー
ズ
代
表　

吉
村
栄

子
さ
ん
に
よ
る
講
演
「
海
の
幸
で
地
域
に
笑
顔
と
に
ぎ
わ

い
を
！
」
を
、
会
員
一
同
真
剣
に
傾
聴
し
ま
し
た
。
道
の

駅
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
向
け
、
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を

考
え
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

白
石
さ
ん
と
柳
井
さ
ん
に
年
間
賞

　

３
月
21
日
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
宇
田
ふ
れ
あ
い

ク
ラ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ぐ
ず
つ
い
た
天
候
で
し
た
が
、
今
回
は
８
ホ
ー
ル
廻
っ

て
25
年
度
の
年
間
賞
と
本
日
の
優
勝
を
競
い
ま
し
た
。
年

間
賞
及
び
優
勝
さ
れ
た
皆
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
26
年
度
も
ハ
リ
キ
ッ
テ
！ 

イ
キ
マ
シ
ョ
ー
！

　

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

【
ミ
ス
タ
ー
の
部
】　
　
　
　

【
ミ
ズ
の
部
】

優　

勝　

白
石
修
照（
宇
田
中
央
）
藤
村
マ
ツ
子（
宇
田
中
央
）

準
優
勝　

伊
藤
敬
久（
宇
田
中
央
）
光
永
伸
子（
山
口
市
）

第
３
位　

近
藤　

進（
公
民
館
）
齊
賀
良
子（
宇
田
浦
）

【
子
ど
も
の
部
】

優　

勝　

増
田
喜
嘉（
宇
田
浦
）

準
優
勝　

増
田　

楽（
宇
田
浦
）

第
３
位　

嶋
戸
蛍
太（
宇
田
浦
）

年
間
賞

【
ミ
ス
タ
ー
の
部
】

白
石
修
照（
宇
田
中
央
）

【
ミ
ズ
の
部
】　

柳
井
洋
子（
宇
田
中
央
）

18
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●不審者対応の避難訓練　3月17日に、不審者が校内に侵入したとの想定のもと、全校で避難訓
練をしました。体育館では非常口から「不審者」が侵入し驚く生徒もいましたが、さすまた等を
使い冷静に対応する方法を学びました。「逃げる場所を即座に判断し、できるだけ遠くに素早く
逃げること」など、いざというときの避難方法を確認する貴重な訓練となりました。
●TAP（Tokuji Adventure Program）の講習会　3月17日に、徳地青少年自然の家から講師
を招聘し、1年生は阿武町町民センター体育館、2年生は本校体育館でTAP（人間関係づくり）
の講習を受けました。1年生は、学年全体で１つの輪になり、２つのフラフープを回すリレー
で、チャレンジできる目標を全員で考えて設定。アイデアを出し声をかけ合い、目標を上回る好
成績を最後に出せた時には歓声が上がりました。
●クラスマッチでの熱戦　3月19日に、１・２年生でクラスマッチを開催しました。男子はバス
ケットボールとバドミントン、女子は新種目のキックベースボールとバドミントンで競い合いま
した。熱戦の結果、普通科1年が総合優勝を果たし、生物資源科学科2年が準優勝しました。本年
度は生徒会が中心となり例年以上に活気あるクラスマッチとなりました。

奈
古
高
校
は
今
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今年も健診の時期がやってきました。今年は集団健診が充実し利用しやすくなりました。

平成２６年度 住民健診 始まります

　【健診期間】５月７日（水）～１２月２６日（金）
　【集団健診】受付時間　８:００～１０:００
　　　奈　古　町民センター　　：５月１７日（土）・１８日（日）・１９日（月）
　　　宇田郷　ふれあいセンター：５月２４日（土）
　　　福　賀　のうそんセンター：５月２５日（日）

後期高齢者医療「健康診査」後期高齢者医療「健康診査」

子宮がん検診・乳がん検診子宮がん検診・乳がん検診

集団歯科健診集団歯科健診後期高齢者医療「健康診査」

集団健診が始まります
　集団健診会場では、がん検診を一緒に受けるこ
とができます

※受診券（黄色）は4月末にがん検診受診券と一
緒に送付します
※26年度中に75歳になられる方は、誕生日の翌
月に受診券が送付されます。

４月下旬に「健診受診券」
と「健診のしおり」を世帯
ごとに送付します。お手元
に届き次第、必ず開封し、
確認してください。

詳細については、「健診のしおり」をご覧ください
ご不明な点は役場民生課（☎2-3113）までお気軽にお問い合わせください。

充実
その１

子宮がん検診・乳がん検診

集団健診が始まります
【検診日時】５月１７日（土）午後より　８月３１日（日）午後より

【検診会場】奈古　町民センター
※予約が必要です。検診日1週間前までに役場民生課（☎2-3113）まで予約してください。

充実
その3

集団歯科健診

無料で受けられます
　歯科医師・歯科衛生士による「お口の健康チェ
ック」「お口の相談」「入れ歯の相談」が無料で
できます

※日にちが限られています。5月18日㈰（奈古）・
　24日㈯（宇田郷）・25日㈰（福賀）

充実
その2

集団健診が
オススメです

詳し
くは

こち
ら
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集団健診を解説します
集団健診はとっても魅力的！
魅力１：申込みがいりません
魅力２：すべて受けても半日で終わります
魅力３：料金も集団健診がお得です！

総合受付

肺がん検診：○胸のレントゲンをとります
　　　　　　○希望の方は喀痰検査もできます

胃がん検診：バリウムを飲んだ後、レントゲンをとります

待ち時間に骨密度測定や血管年齢を測定することができます

前立腺がん検診：血液を少量とります

肝炎検診：血液を少量とります

大腸がん検診：事前にとっておいた２日分の便を提出します
　　　　　　　（事前に容器の受取が必要です）

子宮がん検診（検診車）
・医師による診察・子宮の入り口をこすって細胞をとります

乳がん検診
・医師が乳房を視触して、しこりがないか調べます（室内）
・乳房のレントゲン撮影（検診車）

受診票の
記入・確認

まだ
まだ知ら

ないことが多い！

皆さんのお越しをお待ちしております

尿検査

身体計測

健康相談 歯科健診腹囲計測：74歳まで

血圧測定

血液検査

診　察

がん検診を受けてみよう

総合受付 受診票の
記入・確認

特定健診を受けてみよう

予約した
時間に受付

受診票の
記入・確認

子宮がん・乳がん検診を受けてみよう

時間に受付

診

希望に応じて歯科健診無料で
受けることができます

血液検査以外の結果について
保健師が説明します

検診車内、室内で受けるためプラ
イバシーへの配慮をしています。

子宮がん・乳がん検診は
午後からになります

痛みは個人差
があります

待ち時間がなるべくない
よう予約制としています
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◆申込・問い合わせ先　役場 施設課　☎２－３１１２

補助制度をご活用ください補助制度をご活用ください補助制度をご活用ください補助制度をご活用ください
工事費の10％　上限は10万円
　住宅改善を促進するとともに、町民生活の向上と町内事業者の経済振興
を図るため、町内に住所を所有し、自ら居住している住宅を、町内の施工業
者を利用して改修する場合に、工事費の一部を補助します。

・事 業 期 間　平成２５～２７年度（３年限定）
◆申請受付期間　１２月１９日まで
◆申 込 方 法　施設課備え付けの申請用紙に、見積書の写し、リフォーム工事前の写真等を添えて提出

住宅リフォームを補助

補助制度の概要

対象者

①阿武町民であり、世帯員全員が町税の滞納がない方
②世帯の所得金額の合計が１，０００万円以下の方
　※外国人登録をされている方も含みます
　※本人および世帯員が暴力団の構成員の場合は対象となりません

補助率 工事費の１０％（上限１０万円）

補助対象
工事

次の要件をすべて満たす工事
①町内にあり、自己の所有で、自ら居住している既存住宅の工事
②町内に主たる営業所を有し、町税を滞納していない施工業者による工事
③経費が１０万円以上の工事（消費税を除く）
④補助金交付決定前に着手していない工事
⑤老朽化、災害等による住宅の修繕および補修のための工事（設備工事を含む）
⑥平成２７年２月１０日までに完了する工事
　※町が実施する他の補助等を受けていないことが条件です

　木材自給率を高めるとともに、地域産材の利用拡大により林業所得の向上と町内建設関連業種の振興
を図るため、阿武萩地域産材を使用した木材住宅を建築する方に、建築費の一部を補助します。

・事 業 期 間　平成２５～２７年度（３年限定）
◆申請受付期間　１２月１９日まで
◆申 込 方 法　施設課備え付けの申請書を提出　※詳しくは事前にご相談ください。

木造住宅建築を支援

補助制度の概要

対象者

①阿武町に住所を有し、もしくは阿武町への住所移転が確実に見込まれる方
②町税・町納付金の滞納がない方
③町内の建築業者により住宅を新築、増・改築される方
　※住宅とは、申請者が居住するための一戸建住宅で、店舗・
　　アパート等との併用住宅は対象となりません

その他 優良県産木材に認証された木材を使用する場合、県の助成（５０万円）を受けられる場
合があります。

補助金額

阿武萩地域産木材の使用量が
・１０㎥以上／２０万円　・５㎥～１０㎥未満／１０万円　・１㎥～５㎥未満／５万円
（杉が70％以上の場合は３万円）
※木材の購入価格が補助金額を下回る場合は、購入価格の５０％相当額
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　運動習慣を作るために「30分運動チャレンジ」を実施します。なお、参加された方全員に
参加賞（オリジナルタオル）があります。また、特別賞（記録賞＋マフラータオル）も用意し
ていますので、ふるってご参加ください。

注意：特別賞について・・・前回マフラータオルを受け取られた方は、　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　記録賞のみのお渡しとなります。

　１．参加者資格   
　　　町内にお住まいの方、勤務される方で20歳以上の方ならどなたでも

　２．実 施 期 間  
　　　５月１日～６月25日（８週間・・・56日間）

　３．応 募 方 法  
　　　指定の記録用紙へ毎日の運動を記録して、７月1日までに提出してください。

　　　※指定の記録用紙は教育委員会、民生課または各公民館にあります。

　４．特別賞について
　　　８週間（56日）の内、32日間30分運動（週
　　　４日ペース）が実施できたらお渡しします。

◎ご不明な点は教育委員会
　☎2-0501までお願いします。

　あ　ぶ　 さん　 さんまる

　あ　ぶ　 さん　 さんまる

　阿武町では、町民の体力増進と健康づくりのために
「ABU３･３０運動」を推進します。  
「ABU３･３０運動」とは、週３日以上、１日３０分以上の運動を
行い、スポーツを暮らしの一部として習慣化する取り組みです。

【特別賞】

【参加賞】

まな

4月生まれ

國
吉　

満
奈
ち
ゃ
ん（
岡
田
橋
）

平
成
25
年
4
月
25
日
生
ま
れ

（
パ
パ
）
洋
佑
さ
ん
・（
マ
マ
）
恵
さ
ん

　

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
ま
な

で
す
！
わ
た
し
の
特
技
は
高
速
ハ

イ
ハ
イ
で
す

　

お
風
呂
の
中
で
脚
を
バ
タ
バ
タ

す
る
の
が
大
好
き
。
わ
た
し
も
お

父
さ
ん
の
よ
う
に
プ
ー
ル
で
躍
れ

る
人
に
な
り
た
い
な
！

　

み
ん
な
仲
良
く
し
て
ね
☆

ま　

な



24

平成26・27年度の保険料率について
　被保険者均等割額　50,431円　　所得割率　10.17％
　※年間保険料の上限額が55万円から57万円に改定されました。
平成26年度の軽減措置について
①平成25年中の世帯主と被保険者の所得の合計に応じて、「均等割額（50,431円）」が次の通り軽減さ
れます。
・33万円＋（45万円×被保険者数）以下の世帯→２割
・33万円＋（24.5万円×被保険者数）以下の世帯→５割
・33万円以下の世帯→8.5割
・33万円以下の世帯のうち被保険者全員が年金収入80万円以下（その他各種所得割がない）の世帯→
９割
②所得割額を負担する方のうち、賦課のもととなる所得が58万円以下の方は、所得割額が５割軽減さ
れます。
③会社などで加入していた保険の扶養家族だった方は、均等割額が９割軽減されます。

【一人世帯・公的年金収入のみの場合の保険料額の例】

たとえば．．．【年金収入203万円の被保険者の年間保険料額計算例】
〈均等割額〉 ◎年金収入 － 　　控　除 ＝ 年金所得
  2,030,000円 － 1,200,000円 ＝ 830,000円
 ◎年金所得 － 150,000円 ＝ 軽減判定所得
 830,000円 － 150,000円 ＝ 680,000円 → ２割軽減に該当
 ◎均等割額 → 50,431円 × 0.8 ＝ 40,344円・・・①（端数切捨て）
〈所得割額〉 ◎年金所得 － 　基礎控除 ＝ 賦課のもととなる所得
 830,000円 － 330,000円 ＝ 500,000円（58万円以下なので５割軽減に該当）
 ◎所得割額 → 500,000円 × 10.17％ × 0.5 ＝ 25,425円・・・②
〈年間保険料額〉① ＋ ② ＝ 65,769円

■問い合わせ先　山口県後期高齢者医療広域連合事務局　☎083ー921ー7112
　　　　　　　　阿武町役場住民課税務係　☎２ー０５００

後期高齢者医療保険料のお知らせ ※各個人には７月に通知します

（金額単位：円）
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福祉タクシー運賃の一部を助成します
　福祉タクシーは、体が不自由等の理由でバスや鉄道の利用が難しい方のために、町がタクシー券を
発行し、基本料金を補助するもので、阿武町内の営業所のみで使用可能です。
※ただし人工透析を受けている方については阿武町及び萩市内のタクシー会社が利用可能です。

【対象となる方】
●身体障害者（１～３級）
●知的障害者　　　　　　　の手帳をお持ちの方
●精神障害者
●難病患者等（特定疾患医療受給者証をお持ちの方）
●要介護の認定を受けた方（要介護１～５の方）
●80歳以上の方

【タクシー券の枚数】年間24枚（ただし、人工透析を受けている方は年間144枚）
◆「障害者手帳」、「特定疾患医療受給者証」、「介護保険被保険者証」をお持ちの方
　は、申請されるときに窓口へご持参ください。

お元気な方は、バスや
コミュニティワゴンをご利用ください。

問い合わせ先：
役場  民生課介護福祉係
☎２－３１１５ 

子のある夫にも遺族基礎年金が支給されます

未支給年金を受け取れる遺族の範囲が拡大されます

【これまでは】国民年金に加入していた方が亡くなった場合は、亡くなった方によって生計を維持さ
れていた「子のある妻」または「子」に遺族基礎年金が支給されていました。

【平成26年４月からは】国民年金に加入されていた妻が亡くなった場合に、「子のある夫」にも遺
族基礎年金が支給されるようになります。　　※平成26年４月１日以後の死亡が対象となります。

【これまでは】未支給年金（亡くなった方が受け取れるはずであった未払いの年金）を受け取ること
のできる遺族の範囲は、亡くなった方と生計を同じくしていた「配偶者、子、父母、孫、祖父母また
は兄弟姉妹」でした。

【平成26年４月からは】これまでの遺族の範囲に加えて、「それ以外の３親等内の親族（甥・姪、
おじ・おば、子の配偶者など）」まで広がります。※平成26年４月１日以後の死亡が対象となります。

〈新たに未支給年金を受け取れる遺族〉

■問い合わせ先　日本年金機構萩年金事務所　☎０８３８ー２４ー２１５８
　　　　　　　　役場住民課住民係　　　　　☎２ー０５００
　　　　　　　　日本年金機構ホームページ　http://www.nenkin.go.jp/

年金のたより

子の配偶者、配偶者の父母
孫の配偶者、兄弟姉妹の配偶者、配偶者の兄弟姉妹、配偶者の祖父母
ひ孫、曾祖父母、ひ孫の配偶者、甥・姪、おじ・おば、甥・姪の配偶者、おじ・おばの
配偶者、配偶者の曾祖父母、配偶者の甥・姪、配偶者のおじ・おば

１親等
２親等

３親等
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（郡）萩市国保川上診療所 川　上 ◯542014

（郡）萩市福川診療所 福井下 ◯520027

（郡）福 賀 診 療 所 福　賀 ⑤0863

（郡）萩市国保川上診療所 川　上 ◯542014

（郡）萩市弥富医療センター 弥　富 ⑧2311

（郡）すさクリニック 須　佐 ⑥3376

（郡）須 佐 診 療 所 須　佐 ⑥2540

（郡）齋　藤　医　院 奈　古 ②2838

（郡）萩市むつみ診療所 吉部上 ⑥0149
※当番医の確認は役場または各支所へ

休日当番医

緊急の場合は１１９番

萩・阿武健康ダイヤル２４
24時間年中無休で健康や医療に関
する相談を受け付けています。

日曜日、祝日、年末年始は
休日急患診療センターへ
☎0838―26―1397

（内科・外科・小児科・産婦人科・歯科）

☎0120－506－322
（通話料・相談料無料）

★携帯電話に登録すると便利です

4月20日（日）

4月27日（日）

4月29日（火）

5月3日（土）

5月4日（日）

5月5日（月）

5月6日（火）

5月18日（日）

5月11日（日）

家族と、お友達と自然の中で思いっきり！
山菜の天ぷら、食べ放題！！
◆日　　時　４月27日（日）
　　　　　　午前９時30分～午後２時
◆集合場所　阿武町福賀 阿武町林業センター
　　　　　　（受付：午前９時～）
◆参加会費　大人１，０００円　小学生５００円
◆内　　容　山菜狩り、山野草の観察と説明
　　　　　　昼食は現地で山菜の天ぷら料理
　　　　　　（雨天の場合は屋内）
◆申し込み先　阿武町林業振興会事務局
　　　　　　　西村　☎08388－５－0543

　「福と賀の里創生企画」と「福賀公民館」では、コイのぼり設置
スタッフと、不要になったコイのぼりを大募集
しています。これは５月の風物詩となってい
る、大井川沿いのコイのぼりで、今年も120匹
をたてる予定です。新緑薫る福と賀の里で、コ
イのぼりたてに心地良い汗を流しませんか？
◆日　　時　４月28日（月）午後2時～
◆集合場所　福賀宮の馬場付近
◆問い合わせ先
　福賀公民館　☎08388－５－0211

　町政振興の総合計画である基本構想・基本計画「元気！あぶ町！
５００１プラン」が本年度終了し、平成27年度から始まる新しい
基本構想・基本計画を策定するにあたり、町民の皆様のご意見を幅
広くお聞きし計画に反映させていくため、公募により「阿武町住み
よいふるさとづくり計画審議会」の委員を募集します。
◆募集人員　３人（各地区１人）
◆任　　期　委嘱の日から２年間
◆応募資格　次の条件にすべて該当する方。
　（１）阿武町に居住している方
　（２）満20歳以上（４月１日現在）で阿武町のまちづくりに関
　　　　心のある方
　（３）年４回開催する会議に出席できる方
◆応募方法　役場総務課、各支所に備え付けの応募用紙に必要事項
　　　　　　を記入のうえ、役場総務課宛に提出してください。応
　　　　　　募用紙は阿武町ホームページからもダウンロードでき
　　　　　　ます。
◆募集期間　平成26年４月18日（金）～30日（水）
◆問い合わせ先　役場総務課　☎２－３１１１

自然探訪と山菜狩り 参加者募集

コイのぼりスタッフ募集

阿武町住みよいふるさとづくり計画
審議会の委員を募集します

コ
イ
の
ぼ
り

天ぷらもおいしーい
！

た
く
さ
ん

山
菜
が
採
れ
る
よ
！

町の笑顔（^▼^）

入学式でニッコニコ
～阿武小学校入学式～
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山口県食生活改善推進協議会
伝えたい郷土料理レシピ集

ひじきごはん

わ
たし
の食改料理

「未来につなぐ郷土
やまぐちの味」より

　

［材料（５～６人分）］
米 ３合
乾燥ひじき １０ｇ
ちりめんじゃこ ５０ｇ
人参 ４０ｇ
大根の葉 ４０ｇ
塩 少々
［作り方］
①お米は洗って３０
分水につけて、
普通に炊く。
②ひじきは水で洗
ってからたっぷ
りの水に１５分くらいつけて戻す。人参
は洗ってせん切りにして、大根の葉は
洗って塩ゆでにして水にさらし、水気
をしぼってみじん切りにする。
③フライパンにごま油を熱して、人参、
ひじき、ちりめんじゃこを順に入れて
炒めてしょうゆ、酒、砂糖で味をとと
のえる。
④炊き上がったごはんに③と②の大根の
葉の水気を軽くしぼってさっくりと混
ぜ合わせる。
⑤茶碗に盛り、上からいりごまを散ら
す。

福賀地区・生涯現役若返り教室　10:00【のうそんセンター】
奈古ストレッチ学習会　9:30【町民センター】
宇田郷のびのびストレッチ楽集会　9:30【ふれあいセンター】
生改連総会･役員会　10:00【役場会議室】
食改役員会　9:00【役場会議室】
陸上自衛隊第13音楽隊（広島）阿武町コンサート　18:00【町民センター】
阿武町民生委員児童委員協議会定例会　8：30【役場会議室】
すくすく乳児相談　10:30【母子健康センター】
阿武町子ども会育成連絡協議会　19:00【町民センター】
奈古さつき婦人学級運営委員会　9:00【町民センター】
福賀月例ボウリング大会　19:30【萩ユーズボウル】
集団健診　8:00【町民センター】
集団健診　8:00【町民センター】
フレンドシップ阿武バドミントン大会　8:30【体育センター】

集団健診　8:00【町民センター】
まちづくり懇談会（奈古地区）19:00【町民センター】
奈古ストレッチ学習会　9:30【町民センター】
宇田郷のびのびストレッチ楽集会　9:30【ふれあいセンター】
まちづくり懇談会（宇田郷地区）19:00【ふれあいセンター】

まちづくり懇談会（福賀地区）19:00【のうそんセンター】
福賀月例グラウンドゴルフ大会　19:00【福賀小グラウンド】
集団健診　8:00【ふれあいセンター】

集団健診　8:00【のうそんセンター】
消防団機関習熟訓練　9:00【町民グラウンド】
CONCORD JAZZ FESTIVAL IN JAPAN 2014　18:00【町民センター】

奈古寿齢大学運営委員会・奈古寿齢クラブ役員会　14:00【町民センター】
奈古寿齢大学開講式・５月講座・奈古寿齢クラブ総会　9:00【町民センター】

奈古さつき婦人学級開講式・５月講座　9:00【町民センター】
人権擁護委員　人権相談日　10:00【町民センター】
のびのび幼児健診　13:00【母子健康センター】

ふるさと

5月

ごま油 大さじ１
しょうゆ 大さじ１
酒 大さじ１
砂糖 小さじ１
いりごま 大さじ２

●問い合わせ先　ハローワーク萩・萩公共職業安定所　☎0838－22－0714

求人数 年齢 賃　　金 業　　種

（すでに決定済みとなっている場合があります。その際にはご了承ください。）

会　社　名
２人
４人

不問
不問

150,000円
時給750円

接客および調理補助
接客および調理補助

ポ・ヤシロ（ダイニングCAFÉ 846）

町内の求人情報4月分 4月14日現在

阿武町の人口と世帯数 （3月末）

※（　）内数字は対前月比

地区別 人　口 世帯数 移動内訳

奈　古

福　賀

宇田郷

合　計

2,379（－13）

　675（－4 ）

　627（－4 ）

3,681（－21）

1,071（－2 ）

　305（ 0 ）

　315（－2 ）

1,691（－4 ）

転入　12

転出　27

出生　 1

死亡　 7

3月の交通事故

（　）内数字は前年件数 

区　分 物損
事故

122
（101）
2
（5）

13
（17）
0
（2）

0
（0）
0
（0）

0
（1）

9
（11）

負傷者死者

人　身　事　故

件数
萩警察署管内で
起こった事故
うち阿武町内で
起こった事故
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と
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地
球
儀
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れ
花
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え

一
羽
来
て
二
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来
て
三
羽
雀
の
子

よ
く
笑
い
よ
く
食
べ
る
娘
が
春
嫁
ぐ

啓
蟄
や
翼
あ
る
も
の
地
を
翔
て
り

す
か
ん
ぼ
や
母
の
足
音
待
ち
し
日
々

キ
ウ
イ
の
芽
ほ
つ
ほ
つ
吹
い
て
初
蛙

柄
杓
失
せ
手
の
定
ま
ら
ぬ
古
雛

春
炬
燵
昔
ば
な
し
が
し
た
く
な
り

肩
の
荷
を
さ
ら
り
と
降
ろ
し
春
の
風

小
野　

一
雄（
下　

郷
）

高
橋
作
之
助（
浜
の
１
）

佐
々
岡
美
保（
中　

村
）

原　
　

清
穂（
伊　

豆
）

柳
井　

惠
子（
平　

原
）

林　
　

弘
子（
浜
の
１
）

小
田　
　

衛（
宇　

久
）

斎
藤　

孝
子（
宇
田
浦
）

大
倉　

淑
子（
上　

万
）

梅
地　

眞
代（
東　

方
）

池
田　

幸
枝（
大　

里
）

中
村　

良
江（　

市　

）

木
村　

信
惠（
久
瀬
原
）

米
原　

泉
女（
筒　

尾
）

出
羽
法
泉
子（
浜
の
１
）

河
原　

慶
子（
上　

郷
）

水
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紅
魚（
浜
の
３
）

田
中　

弥
生（
木　

与
）

能
野　

泰
枝（
釜　

屋
）

◆問い合わせ先　あぶフォト倶楽部事務局　☎2ー3111

作品は道の駅発祥交流館ギャラリーに展示中

会員作品紹介

ごっそーごっそー
旬旬旬旬のののの

　春から初夏の日本の食卓

に欠かせない食材として、

ふきのとう、ふき、わら

び、ぜんまい、竹の子等の

山菜があります。

　フキは日本が原産で、平

安時代から野菜として栽培されていると言われてい

ますが、この時期道の駅に出荷されているフキのほ

とんどは自生している“野生種”で、全国の山野や

土手などで見られるものです。

　フキは下処理の後、和え物やおひたし、また、煮

物、炒め物、天ぷら、サラダ等々お好みで工夫を凝

らし、美味しく料理して、独特の初夏の香り・味

覚・食感を楽しみましょう。

　フキは収穫後、アクが強くなってきますので、で

きるだけ早く下処理を。時間のない時は葉の部分を

取ってビニール袋に入れるかラップをして冷蔵庫

に。茹でてアク抜きをしたフキはタッパーなどに入

れて、時々水を入れ替えれば保存ができます。

　下ごしらえや茹で方には色々な方法があるようで

すが、それぞれのご家庭のやり方で宜しいのではな

いでしょうか。我家の味を守り、伝えていきましょ

う。

　道の駅では、なつかしいお袋の味“ふきの煮物”

などのお総菜も取りそろえています。

◆問い合わせ先

　道の駅阿武町物産直売所

　☎０８３８８－２－２８２８

そ

と　
あ
み

は
や
り　
か　

ぜ

ひ
な

む
し
ろ

さ
と　

か　

ぐ
ら

は
な
む

ぎ

と
つ

け
い
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つ

た

は
つ
か
わ
ず
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し
ゃ
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ふ
る
び
い
な

は
る　

こ　

た
つ

道の駅「阿武町」
支配人 田中良平

タイトル「幸せのモニュメント（道の駅）」
高橋仁志（西の二）
●コメント：新しい道の駅にできた、幸せのモニュ
メントです。夫婦島「鹿島」をモチーフに作られま
した。道の駅阿武町の名所になれば幸いです。

フキ（蕗・ふき）

幻想的な夜の景色に
　迷惑者の「赤潮」が出ていた
３月下旬、夜の海辺が幻想的な
光に彩られました。赤潮に含ま
れるプランクトンが、強い刺激
を受けて青白く光る様子が筒尾
湾や清ヶ浜で見られました。

注意！ヒョウモンダコが発見されました
　唾液に猛毒を持つヒョウモン
ダコ（体長10cm）が尾無漁港内
で発見されました。興奮すると
体中に鮮やかな青色の模様が出
るのが特徴です。発見しても、
決して触らないでください！
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